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問合せ　総務課秘書係　☎７３－６６４２

勝
浦
市
制
施
行
60
周
年

　
記
念
事
業
を
実
施
し
ま
す

　

勝
浦
市
は
、
昭
和
33
年
10
月
１
日
に
千
葉
県
内
18
番
目
の

市
と
し
て
市
制
を
施
行
し
、
本
年
で
60
周
年
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
節
目
の
年
を
市
民
の
皆
様
と
と
も
に

祝
い
、
こ
れ
ま
で
先
人
た
ち
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
歴
史
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
本
市
の
さ
ら
な
る
飛
躍
・
発
展
に
向
け
た

新
た
な
契
機
と
な
る
よ
う
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
平
成
31
年

３
月
ま
で
の
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

事業名 開催日等 会場など

「NHKのど自慢」公開生放送 ４月１５日（日） 芸術文化交流センター （K
キ ュ ス テ

üste）

第４０回芸文協まつり　芸能発表会 ５月２７日（日） 芸術文化交流センター （K
キ ュ ス テ

üste）

第１６回　勝浦港カツオまつり ６月　２日（土） 芸術文化交流センター （K
キ ュ ス テ

üste）駐車場

第４７回かつうら若潮まつり 花火大会　８月１３日（月）
興津湾灯篭流し　８月１４日（火）

花火大会：勝浦漁港
興津湾灯篭流し：興津湾内

記念作文コンクール ５月頃に募集開始予定 市内の学校に在籍する小中学生を対象

広報かつうら記念号の発行 １０月頃

市制施行６０周年記念式典 １０月１３日（土） 芸術文化交流センター （K
キ ュ ス テ

üste）

「出張なんでも鑑定団 in 勝浦」公開収録 １０月１４日（日） 芸術文化交流センター （K
キ ュ ス テ

üste）

勝浦灯台一般公開 １０月２０日（土）・２１日（日） 勝浦灯台

文化祭芸能発表会 １１月　３日（土） 芸術文化交流センター （K
キ ュ ス テ

üste）

かつうら魅力市 １１月上旬 芸術文化交流センター （K
キ ュ ス テ

üste）駐車場

第２２回勝浦市民号 秋を予定 未定

第５１回鳴海駅伝競走大会 平成３１年１月２０日（日） 未定

２０１９かつうらビッグひな祭り 平成３１年２月下旬～３月上旬 市内各会場

記念事業一覧
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自
治
会
な
ど
の
地
縁
組
織
や
自
主
的
に
組
織

さ
れ
た
地
縁
関
連
団
体
が
行
う
「
ま
ち
づ
く
り

活
動
」
へ
の
支
援
を
目
的
と
し
て
、
平
成
27
年

12
月
に
創
設
し
た
住
民
主
導
型
地
域
づ
く
り
支

援
事
業
を
実
践
す
る
「
水
土
里
の
郷
大
森
（
大

森
区
）」、「
鵜
原
区
」、「
Ｚ
Ｐ
倶
楽
部
（
松
野
区
・

小
松
野
区
）」
の
３
団
体
に
よ
る
住
民
参
加
の

ま
ち
づ
く
り
活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

水
土
里
の
郷
大
森
（
大
森
区
）
で
は
、
限
界
集

落
へ
の
危
機
感
か
ら
、
15
年
後
の
未
来
を
見
据

え
た
魅
力
あ
る
中
山
間
地
域
を
目
指
し
、
自
然

が
豊
か
な
里
山
と
し
て
訪
れ
て
み
た
い
地
域
づ

く
り
に
向
け
た
活
動
と
し
て
、
散
歩
や
ト
レ
イ

ル
ラ
ン
が
で
き
る
よ
う
な
遊
歩
道
づ
く
り
に
着

手
し
た
こ
と
な
ど
の
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

鵜
原
区
で
は
、
鵜
原
理
想
郷
な
ど
の
地
域
資

源
を
最
大
限
に
活
用
し
て
き
た
活
動
報
告
に
加

え
、
平
成
30
年
度
に
鵜
原
の
浜
で
の
地
引
網
体

験
を
は
じ
め
、
新
た
な
取
り
組
み
を
予
定
し
て

　

勝
浦
市
で
は
、
居
住
環
境
の
向
上
や
市

内
産
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
市
内
に

居
住
す
る
方
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
対
し

て
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
補
助
金
を
交

付
い
た
し
ま
す
。

▽
申
請
期
間
・
場
所

期
間　

６
月
１
日
㈮
～
12
月
21
日
㈮
ま
で

先
着
順
の
受
け
付
け
で
す
。

場
所　

開
庁
時
間
内
に
申
請
書
類
な
ど
を

ご
持
参
の
う
え
、
都
市
建
設
課
窓
口
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
申
請
の
状
況
に
よ
り
、
受
付
期
間
の
途

中
で
も
受
け
付
け
を
終
了
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▽
補
助
対
象
者

　

①
勝
浦
市
に
住
民
登
録
し
居
住
し
て
い

る
方

　

②
対
象
者
お
よ
び
同
居
し
て
い
る
方
が

市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

▽
対
象
と
な
る
住
宅

　

①
勝
浦
市
内
に
あ
る
住
宅
ま
た
は
併
用

住
宅

　

②
建
築
後
３
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る

住
宅

　

③
所
有
者
ま
た
は
家
族
が
現
に
居
住
し

て
い
る
住
宅
で
あ
る
こ
と

住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
報
告
会

　
　
　
　
～
住
民
主
導
型
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
～

い
る
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
さ
ら
な
る
発

展
を
予
感
さ
せ
る
内
容
で
し
た
。

　

Ｚ
Ｐ
倶
楽
部
（
松
野
区
・
小
松
野
区
）
で

は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
可
能
性
を
探
る
べ

く
、「
里
あ
か
り
（
松
野
竹
灯
籠
ま
つ
り
）」
で
、

外
国
人
を
対
象
と
し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
行

い
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た
地
域
の
魅
力
磨

き
な
ど
の
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
平
成
30
年
度
に
お
い
て
も
、
継
続

し
て
、
住
民
主
導
型
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
を

実
施
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
本
事
業
は
、
自
治

会
単
位
ま
た
は
地
縁
に
よ
る
５
人
以
上
で
組
織

さ
れ
た
団
体
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

本
事
業
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
の
実
践
を

検
討
さ
れ
る
場
合
は
、
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

企
画
課
地
方
創
生
戦
略
班

　
　
　
　

☎
73

−

６
６
５
０

平
成
30
年
度
限
定

勝
浦
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
交
付
制
度

▽
対
象
と
な
る
工
事

　

①
20
万
円（
消
費
税
込
み
）以
上
の
改
修
・

修
繕
・
増
築
・
模
様
替
え
な
ど
の
工

事
で
あ
る
こ
と

　

②
市
内
に
本
店
を
有
す
る
法
人
ま
た
は

市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
事
業
者

が
施
工
す
る
工
事

　

③
建
築
確
認
申
請
が
必
要
な
工
事
は
、

確
認
済
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
こ

と

　

④
平
成
31
年
３
月
20
日
ま
で
に
完
了
実

績
報
告
書
が
提
出
で
き
る
工
事
で
あ

る
こ
と

▽
補
助
金
の
額

　
　

リ
フ
ォ
ー
ム
に
要
し
た
費
用
の
10
％

に
相
当
す
る
額
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

で
20
万
円
を
限
度
と
す
る

※
１
住
宅
に
つ
き
１
回
の
交
付
で
す
。
工

事
の
途
中
で
増
額
が
生
じ
た
場
合
、
限

度
額
に
達
し
て
い
な
く
て
も
補
助
金
の

増
額
は
行
い
ま
せ
ん
。

▽
ご
注
意
く
だ
さ
い

  　

す
で
に
着
工
し
て
い
る
工
事
は
補
助
の

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
補
助
金
を
受

け
る
た
め
に
は
工
事
の
契
約
前
に
申
請

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
都
市
建
設
課
都
市
計
画
係
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

都
市
建
設
課
都
市
計
画
係

　
　
　
　

☎
73

−

６
６
２
７

水土里の郷大森（大森区）

鵜原区

ＺＰ倶楽部（松野区・小松野区）
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Katsuura 
Topics

　２０１８かつうらビッグひな祭りで、勝浦中央
商店会による「なりきりお雛様」が開催されまし
た。勝浦中央商店会がオリジナルに作成した十二
単衣風の衣装をスタッフに着付けてもらった皆さ
んは、金屏風の前で照れ顔やすまし顔。延べ４日
間の開催中に思い思いのなりきりお雛様が男女問
わず３８３人も誕生しました。なりきりお雛様を
体験した人たちは、千葉県内や関東圏からの訪れ
がほとんどですが、中には愛知や京都、外国の方々
も！また、年齢別に見ても１歳児から９０歳の方
までと幅広く、この催しはまさに老若男女が和気
あいあいとした素晴らしいものでした。

　８０００本の竹灯籠が作り出す幻想的な世界。今年も松野竹灯籠
まつり「里あかり」が、２月２４日、２５日、３月３日の３日間、
２０１８かつうらビッグひなまつりと同時開催され、会場となった松
野長勝寺と日枝神社には大勢の見物客が訪れていました。
　午後４時、会場に訪れた人たちが一斉に竹灯籠へ点火。日が沈むに
つれ、暖かみのあるゆらめきが会場を覆うと、ひな人形、さらには生
演奏による音楽も相まって異次元空間を演出。そこには思わず写真に
収めておきたくなるような景色がたくさん広がっていました。

勝浦中央商店会企画　なりきりお雛様

さぁ、幻想的な世界へ

松野竹灯籠まつり「里あかり」

みんなで撮影会

スタッフ休む暇なし

暖かみのあるゆらめき（日枝神社）

竹灯籠とひな人形のコラボ（長勝寺）
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Katsuura Topics

　３月２７日、「ＪＲ外房線複線化等促進協議会（構
成市町：勝浦市、いすみ市、大多喜町、御宿町）」は、
ＪＲ外房線利便性向上に向けた要望活動を行いま
した。
　当日、ＪＲ東日本千葉支社を訪問し、３月１７日
付けダイヤ改正や、駅設備などに関する要望書を提
出。市では今後もより良い地域交通の確保を目指し、
沿線自治体と協調しながらＪＲ側と協議を継続して
まいります。

　３月２４日、市役所で消防自動車引渡式が行われ、
第６分団第５班（佐野）の消防自動車が旧車両から
更新されました。
　式典の中で磯野第六分団長は、「団員一同、地域住
民の生命、財産を守るという郷土愛護の精神を再認
識し、なお一層精進いたします」と謝辞を述べ、団
員たちともども、災害に強いまちづくりに向けた地
域防災の意識を高めている様子でした。

　潜水具は明治維新の頃に輸入され始め、
船底の点検や沈没船の引き上げなどに利用
されましたが、すぐに海底のアワビをとる
ために使用されるようになり、中でも房総
沿岸では潜水具を利用したアワビ漁が盛ん
に行われました。写真はおそらく明治末期
か大正頃のもので、宇宙服のような潜水服、

船上の空気ポンプ、櫓を何丁も備えた木造船が印象的です。
　空気ポンプハンドルを人力で回すことによりホースを経由してヘルメットに絶えず新鮮な空気が送
られることで、潜水士は長時間水中活動することが出来ましたが、当時はまだ潜水病の原理が知られ
ておらず多くの潜水士が犠牲となりました。しかし明治末期になると川津在住の丹所春太郎（たんど
ころはるたろう）氏が水圧を利用した対処方法を考案。その技法は全国の潜水士の間で広く知られる
ようになり、より安全な潜水が可能となりました。

より良い地域交通の確保を

ＪＲに対する要望活動
第６分団第５班へ

新しい消防自動車を配備

カツウラレトロ
〜明治・大正・昭和〜

「潜水具とアワビ漁」（明治～大正頃）

担当者へ要望書を手渡す新車両とともに決意新たに
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※予算額は、千円単位を四捨五入して表示しました。

一般会計 ９２億２，０００万円
特別会計 ６０億６，２７０万円

予算総額１５2億円

会　計　区　分
当　初　予　算　額

増減率 説　　　　　明
平成３０年度 平成２９年度

一 般 会 計 ９２億２，０００万円 ８９億７，６００万円 ２．７％ 市の基本的な仕事をするための会計です

特 別 会 計 ６０億６，２７０万円 ６９億２，８９０万円 △１２．５％ 特定事業を行う場合に一般会計と区分して経理を
する必要があるときに設ける会計です

特
　
別
　
会
　
計
　
の
　
内
　
訳

国民健康保険
（事業勘定） ２５億６，９２７万円 ３１億９，３６８万円 △１９．６％ 被保険者の疾病、負傷、出産、死亡などに際して、

必要な保険給付を行うための会計です
国民健康保険

（直営診療施設勘定） ７，２７８万円 ６，２８８万円 １５．７％ 勝浦診療所において、被保険者などに診療を行う
ための会計です

後期高齢者医療 ２億６，６２７万円 ２億５，６５９万円 ３．８％ 主に７５歳以上の方を対象とした後期高齢者医療制度
の保険料を徴収する事務などを行うための会計です

介護保険 ２１億５，７７３万円 ２３億８，２２５万円 △９．４％ 被保険者の要介護度などに応じて、必要な保険給
付を行うための会計です

水道事業 ９億９，６６５万円 １０億３，３５０万円 △３．６％ 市内に給水をするために行う水道事業の会計です

合　　　　　計 １５２億８，２７０万円 １５９億４９０万円 △３．９％

会計別予算の内訳

「
子
育
て
支
援
お
よ
び
教
育
環
境
の
整
備
」

　

平
成
30
年
度
の
当
初
予
算
が
、
３
月
市
議
会
定
例
会
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
当
初
予
算
の
規
模
は
、
92
億
２
，
０
０
０
万
円
で
、

前
年
度
と
比
較
し
て
２
億
４
，
４
０
０
万
円
の
増
額
と
な
り
、
前

年
度
に
対
す
る
伸
び
率
は
、
２
．
７
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
「
勝
浦
市
総
合
計
画
・
後
期
基
本
計
画
及
び
第
３
次

実
施
計
画
」
お
よ
び
地
方
創
生
の
指
針
と
な
る
「
勝
浦
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
で
の
事
業
の
実
行
の
た
め
の
予

算
計
上
を
行
い
、
人
口
減
少
と
地
域
経
済
縮
小
の
克
服
に
取
り
組

む
ほ
か
、
新
生
児
へ
の
オ
ム
ツ
等
支
給
事
業
お
よ
び
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
な
ど
に
よ
る
母
子
保
健
事
業
の
拡
充
や

認
定
こ
ど
も
園
の
建
設
、
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
勝
浦

中
学
校
プ
ー
ル
の
建
設
な
ど
に
よ
り
子
育
て
支
援
お
よ
び
教
育
環

境
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

特
別
会
計
に
お
い
て
も
設
置
趣
旨
に
沿
っ
た
各
種
事
業
を
行
う

た
め
の
予
算
と
な
っ
て
お
り
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
や
勝

浦
診
療
所
に
係
る
経
費
で
あ
る
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
ほ

か
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
、
水
道

事
業
会
計
に
お
け
る
未
普
及
地
域
解
消
事
業
や
老
朽
施
設
改
修
工

事
な
ど
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
な
配
分
を
図
り
、
内
部
経
費
の
徹
底

し
た
削
減
に
努
め
、国
や
県
に
よ
る
各
種
財
源
を
有
効
活
用
し
て
、

「
元
気
い
っ
ぱ
い 

か
つ
う
ら
」
の
実
現
に
向
け
て
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
当
初
予
算
の
概
要

海
と
緑
と
人
が
と
も
に
歩
む
ま
ち

　「
元
気
い
っ
ぱ
い
か
つ
う
ら
」
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市
税
は
、
21
億
４
，
５
６
２
万
円
で
、

納
税
義
務
者
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
市
民

税
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
太
陽
光
発
電

設
備
の
設
置
な
ど
固
定
資
産
税
が
増
加
す

る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
比
５
，
４
８
０
万

円
増
額
す
る
と
見
込
み
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
な
ど
の
依

存
財
源
は
50
億
６
，
９
７
４
万
円
で
、
認

定
こ
ど
も
園
関
連
の
国
庫
支
出
金
お
よ
び

市
債
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
配
当
割

交
付
金
、
株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金
な

　

歳
出
予
算
の
内
訳
は
、
認
定
こ
ど
も
園

建
設
を
実
施
す
る
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事

業
や
新
生
児
へ
の
オ
ム
ツ
等
支
給
事
業
を

拡
充
す
る
な
ど
、
子
育
て
支
援
事
業
費
や

障
害
者
福
祉
の
増
進
、
高
齢
者
福
祉
の
充

実
を
図
る
な
ど
福
祉
事
業
の
経
費
を
主
と

す
る
民
生
費
（
構
成
比
36
．
９
％
）
が
最

も
大
き
く
、
次
い
で
道
の
駅
の
開
設
に
向

け
て
基
本
設
計
策
定
を
実
施
す
る
道
の
駅

整
備
事
業
の
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
推

進
事
業
費
な
ど
地
方
創
生
総
合
戦
略
に
係

る
事
業
な
ど
を
主
と
す
る
総
務
費
（
22
．

１
％
）、
次
に
小
中
学
校
全
校
の
ト
イ
レ
の

一
部
を
洋
式
化
す
る
小
学
校
管
理
運
営
経

歳入総額
92億2,000万円

市税
21億4,562万円

23.3%

市税
21億4,562万円

23.3%

地方譲与税
6,900万円
0.7%

地方譲与税
6,900万円
0.7%

利子割交付金
200万円
0.0%

利子割交付金
200万円
0.0%

ゴルフ場利用税交付金
2,300万円
0.2%

ゴルフ場利用税交付金
2,300万円
0.2%

地方消費税交付金
3億4,300万円

3.7%

地方消費税交付金
3億4,300万円

3.7%

株式等譲渡
所得割交付金
400万円
0.0%

株式等譲渡
所得割交付金
400万円
0.0%

配当割交付金
700万円
0.1%

配当割交付金
700万円
0.1%

自動車取得税交付金
2,500万円
0.3%

自動車取得税交付金
2,500万円
0.3%

地方特例交付金
300万円
0.0%

地方特例交付金
300万円
0.0%

使用料及び手数料
1億9,184万円

2.1%

使用料及び手数料
1億9,184万円

2.1%
分担金及び負担金
1億2,824万円

1.4%

分担金及び負担金
1億2,824万円

1.4%

交通安全対策
特別交付金
239万円
0.0%

交通安全対策
特別交付金
239万円
0.0%

地方交付税
23億5,000万円

25.5%

地方交付税
23億5,000万円

25.5%

県支出金
4億7,734万円

5.2%

県支出金
4億7,734万円

5.2%

財産収入
2,806万円
0.3%

財産収入
2,806万円
0.3%

諸収入
3億1,232万円

3.4%

諸収入
3億1,232万円

3.4%

国庫支出金
9億1,101万円

9.9%

国庫支出金
9億1,101万円

9.9%

市債
8億5,300万円

9.3%

市債
8億5,300万円

9.3%繰越金
1億3,000万円

1.4%

繰越金
1億3,000万円

1.4%

繰入金
9億1,418万円

9.9%

繰入金
9億1,418万円

9.9%

寄附金
3億円
3.3%

寄附金
3億円
3.3%

一
般
会
計
の
歳
入

一
般
会
計
の
歳
出
（
目
的
別
）

【目的別】
歳出総額
92億2,000万円

議会費
1億4,523万円

1.6%

議会費
1億4,523万円

1.6%

総務費
20億4,022万円

22.1%

総務費
20億4,022万円

22.1%

民生費
34億272万円
36.9%

民生費
34億272万円
36.9%

衛生費
6億9,982万円

7.6%

衛生費
6億9,982万円

7.6%

農林水産業費
3億928万円
3.4%

農林水産業費
3億928万円
3.4%

商工費
2億1,960万円

2.4%

商工費
2億1,960万円

2.4%

土木費
4億7,177万円

5.1%

土木費
4億7,177万円

5.1%
消防費

1億385万円
1.1%

消防費
1億385万円
1.1%

災害復旧費
350万円
0.0%

災害復旧費
350万円
0.0%

公債費
8億6,551万円

9.4%

公債費
8億6,551万円

9.4%

予備費
700万円
0.1%

予備費
700万円
0.1%

教育費
9億5,150万円
10.3%

教育費
9億5,150万円
10.3%

ど
の
減
少
が
あ
っ
た
も
の
の
、
前
年
度
と

比
較
す
る
と
５
億
４
，
９
９
４
万
円
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
自
主
財
源
は
41
億
５
，
０
２
６
万

円
で
、
前
年
度
と
比
べ
３
億
５
９
４
万
円

減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
主
な
要
因

は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
減
額
に
よ

る
も
の
で
す
。

費
お
よ
び
中
学
校
管
理
運
営
経
費
や
勝
浦

中
学
校
に
プ
ー
ル
を
建
設
す
る
勝
浦
中
学

校
プ
ー
ル
建
設
事
業
な
ど
、
教
育
環
境
の

整
備
、
教
育
振
興
に
係
る
経
費
な
ど
を
主

と
す
る
教
育
費
（
10
．
３
％
）、
市
の
借
金

で
あ
る
地
方
債
の
元
利
償
還
に
係
る
経
費

で
あ
る
公
債
費
（
９
．
４
％
）、
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
を
実
施
す
る
健
康
増
進
事
業
や
子

育
て
支
援
な
ど
の
母
子
保
健
事
業
な
ど
に

よ
り
住
民
の
健
康
を
保
持
増
進
し
、
生
活

環
境
の
改
善
を
図
る
な
ど
医
療
・
公
衆
衛

生
事
業
の
経
費
を
主
と
す
る
衛
生
費
（
７
．

６
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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１. 地域の宝を活かしたにぎわいのあるまちづくり
　 （産業振興、就業支援、企業誘致、地域交流、地域振興など）

企業立地推進事業 570 万円 
企業誘致に係るツアー・セミナーの開催や市内、
市外企業への訪問により市内への進出や事業拡
張を促します。

道の駅整備事業 2,485 万円 「道の駅」の開設に向けて基本設計などの策定を
行います。

鳥獣被害防止対策事業 100 万円 農作物の鳥獣被害防止を目的の進入防止柵を設
置する場合の補助金を交付します。

カツオまつり開催事業 911 万円 「カツオまつり」を開催します。

商店街活性化等支援事業 668 万円 商店街の集客力向上支援と観光開発事業と特産
品開発事業の取り組みへの支援を行います。

海水浴場開設事業 3,210 万円 夏期における海水浴場を開設します。

空き家活用推進事業 119 万円 空き家バンクの活用により、空家所有者に奨励
金の交付をします。

田舎暮らし体験事業 186 万円 田舎暮らし体験施設の管理および貸出しを行います。

若者等定住促進事業 750 万円 住宅の取得または賃貸住宅へ入居する若い夫婦な
どに対し、若者等定住促進奨励金を交付します。

２. 支えあい安心して暮らせるまちづくり
　 （子育て支援・高齢者福祉の充実など）

認定こども園整備事業 4 億 9,471 万円 （仮称）勝浦こども園の建設や中央保育所等解体
工事を実施します。（平成 30、31 年度継続事業）

子育て支援事業 651 万円

多様な世代が集う地域子ども子育てフォーラム
の開催のほか、出生届を提出した保護者に、乳
児おむつ給付券およびゴミ袋を支給します。乳
児おむつ給付券は年間 12 枚、そのほか子育て
に役立つ給付券を支給します。

子ども医療費助成事業 4,977 万円 ０歳から中学３年生までの医療費を助成します。

母子保健事業 1,981 万円

これまでの不妊治療の助成に加え、産前産後サ
ポート事業、産後ケア事業、子育て世代包括支
援センター事業を実施することで、妊娠期から
子育て期までの支援を行います。

健康増進事業 1,110 万円 健康増進計画の策定や健康マイレージ事業の実
施などにより健康寿命の延伸を図ります。

多子世帯保育所保育料
助成事業 270 万円

保育所に入所している第 3 子以降の子（3 歳児
以上）を持つ保護者に、年間 10 万円を限度に
保育料を助成します。

多子世帯幼稚園保育料
等助成事業 44 万円

幼稚園に入園している第 3 子以降の子を持つ保
護者に、幼稚園保育料（最大 66 千円）および
入園料（最大 3 千円）を助成します。

　

平
成
29
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
勝
浦
市
総
合
計
画
・
後
期
基
本
計
画
お
よ
び
第
３
次

実
施
計
画
に
掲
げ
た
事
業
な
ど
を
着
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
勝
浦
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
で
掲
げ
た
産
業
振
興
・
企
業
誘
致
、
観
光
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
、
移
住
・

定
住
の
促
進
、
子
育
て
支
援
・
教
育
環
境
の
向
上
な
ど
の
目
標
に
向
け
た
事
業
を
通
じ
地
方
創
生

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

一
般
会
計
で
み
る

    
平
成
30
年
度
主
要
事
業
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３. 自然と共生する安全なまちづくり
　 （計画的な土地利用、環境保全、道路・交通基盤・生活基盤の整備、消防、防災など）
市内公共交通維持改善事業 873 万円 デマンド型乗合タクシーの運行を行います。平成 29 年度

から土曜日も運行しています。

住宅リフォーム補助事業 1,100 万円
子育て世帯家族等の生活環境の向上および定住促進に資す
るとともに市内産業の活性化および雇用の創出を図るため
に住宅のリフォーム工事を行った所有者に対し補助金を交
付します。

防犯灯整備・管理事業 348 万円 防犯灯の維持管理費や各区で実施する防犯灯のＬＥＤ化に
対して補助します。

地域防災対策事業 551 万円
平成 29 年度に千葉県地震被害想定調査が公表されたこと
から、勝浦市防災ブックの更新を行います。これにより、
市民の防災意識高揚を図ります。

避難路整備事業 329 万円 災害に備え、避難路に照明灯を設置します。

4. 次代を担う人と文化を育むまちづくり
　 （学校教育と青少年教育の充実、芸術文化の振興、生涯スポーツの推進など）
学校用務員配置事業 661 万円 小中学校全校に用務員を配置します。

小中学校管理運営経費 802 万円 小中学校全校のトイレの一部洋式化などを図ります。

勝浦中学校プール建設事業 1 億 8,765 万円 勝浦中学校にプールを建設します。

興津集会所整備事業 1,115 万円 興津集会所の老朽化に伴い、元興津中学校を改修し、興津
集会所を移転するための設計業務を実施します。

5. 効率的な行財政と市民との協働によるまちづくり
　 （行財政改革の推進、友好都市との交流促進など）

まちづくり活動推進事業 543 万円
子どもによるまちづくり提案事業や住民主導型地域づくり
支援事業では、地域に暮らす住民団体自らが地域づくりを
実施する事業への補助をします。

その他
市制施行 60 周年記念事業 892 万円 市制施行 60 周年を記念し、記念式典などを実施します。

国民健康保険特別会計繰出金 2 億 3,504 万円 国民健康保険の財政安定化および事務費として一般会計か
ら繰り出す予算です。

後期高齢者医療特別会計繰出金 8,141 万円 後期高齢者医療特別会計の基盤安定に係る経費と職員給与
等事務費として一般会計から繰り出す予算です。

介護保険特別会計繰出金 3 億 3,863 万円
介護保険の給付費に対する繰出金や低所得者の保険料軽減
に伴う繰出金と、職員給与等事務費として一般会計から繰
り出す予算です。

夷隅郡市広域市町村圏事務組合
負担金 4 億 7,775 万円 夷隅郡市が共同で行う、常備消防や病院群輪番制病院運営

事業などに係る負担金です。

勝浦市土地改良区補助金等 4,850 万円 優良農地の土地改良事業の事業主体である勝浦市土地改良
区への補助金です。

特別養護老人ホーム総野園委託
料等 2 億 4,800 万円 特別養護老人ホーム総野園と老人デイサービスセンターの

管理運営経費です。
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保健だより
申込・問合せ　介護健康課　健康管理係　☎７３−６６１４

２
．
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
対
象
者

　

勝
浦
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
20

歳
以
上
の
女
性
（
年
齢
基
準
日
：
平
成
31

年
３
月
31
日
現
在
）       

３
．
検
診
方
法

　

診
察
お
よ
び
細
胞
診  

４
．
注
意
事
項

①
昨
年
受
診
さ
れ
た
方
、
受
診
申
し
込
み
の

あ
っ
た
方
に
受
診
票
を
送
付
い
た
し
ま

す
。
対
象
者
の
方
で
新
た
に
受
診
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
介
護
健
康
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

②
検
診
バ
ス
の
１
日
あ
た
り
の
検
診
人
数
に

限
り
が
あ
る
た
め
、
検
診
機
関
の
指
示
に

よ
り
検
診
日
を
指
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
指
定
さ
れ
た
日
時
に
ご
都
合
の
悪

い
方
は
、
集
団
検
診
日
程
内
で
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
年
度
も
、
乳
が
ん

検
診
と
子
宮
頸
が
ん
検
診
が
別
日
程
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

（
乳
が
ん
検
診
は
10
月
４
日
・
５
日
・
６

日
で
す
）

③
受
診
票
裏
面
の
注
意
事
項
を
必
ず
ご
一
読

し
、
「
問
診
事
項
」
を
必
ず
事
前
に
ご
記

入
の
う
え
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
ご
記
入
は
、
鉛
筆
で
お
願
い
し
ま
す
。

④
下
着
を
脱
ぎ
、
診
察
台
に
上
が
り
ま
す
の

で
、
ス
カ
ー
ト
な
ど
を
着
用
し
て
下
さ

い
。

⑤
性
経
験
の
な
い
方
は
、
個
別
検
診
を
お
勧

め
し
ま
す
。

※
子
宮
頸
が
ん
集
団
検
診
は
、
検
査
時
に
器

具
を
使
用
し
ま
す
の
で
、
性
経
験
が
な
い

方
は
、
裂
傷
・
出
血
な
ど
の
危
険
性
が
高

二十歳を過ぎたら受診しよう！

平成 30 年度

子宮頸がん検診
　市では、子宮頸がんによる死亡者数を減少させるために検
診を実施しています。子宮頸がんは症状が現れにくく、気づ
かないうちに病状が進行している場合があります。しかし、
検診を受けることで、がんになる前の正常ではない細胞を発
見することが可能です。ぜひ、この機会に受診くださいます
ようお願いいたします。

月　日 受付時間 対象地区 送迎バス

５月２１日（月）
　９：３０～１１：００ 上野全地区 上野地区

１３：００～１４：３０ 総野全地区、部原、沢倉、新官の一部 総野地区、部原方面

５月２２日（火）
　９：３０～１１：００ 大沢、浜行川、守谷、鵜原、吉尾、

串浜、松部
浜行川、守谷、鵜原、吉尾、串浜、
松部方面

１３：００～１４：３０ 興津、興津久保山台 興津、興津久保山台方面

５月２３日（水）
　９：３０～１１：００ 墨名、浜勝浦、川津

１３：００～１４：３０ 勝浦、出水、黒潮台、若潮台

１．集団検診日程　【会場はすべてキュステ（勝浦市芸術文化交流センター）です】

※会場準備のため、９：００前の入場はできませんのでご了承ください。
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く
治
療
が
必
要
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
検
査
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
医

療
機
関
で
の
個
別
検
診
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

⑥
集
団
検
診
を
実
施
し
て
い
る
「
ち
ば
県

民
保
健
予
防
団
」
に
よ
る
「
子
宮
全
摘

出
手
術
を
受
け
て
い
る
方
は
、
医
療
機

関
で
の
受
診
が
望
ま
し
い
」
と
い
う
考

え
か
ら
、
検
診
希
望
者
に
は
、
個
別
検

診
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

５
．
持
参
す
る
も
の

　

受
診
票
、
検
診
料
金
（
５
０
０
円
）　

※
た
だ
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

の
方
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
無
料

と
な
り
ま
す
。
（
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
者
証
、
ま
た
は
生
活
保
護
受
給
者
証

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

６
．
検
査
結
果
に
つ
い
て

　

検
診
結
果
は
お
お
む
ね
１
ヶ
月
後
に
、

個
別
に
通
知
（
郵
送
）
し
ま
す
。

７
．
子
宮
頸
が
ん
個
別
検
診
に
つ
い
て

①
実
施
期
間

　

５
月
21
日
㈪
～
９
月
29
日
㈯

②
受
診
方
法

　

実
施
医
療
機
関
に
連
絡
し
て
い
た
だ

き
、
必
ず
予
約
を
し
て
か
ら
受
診
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
個
別
検
診
の
受
診
票
は
、
実
施
医
療
機

関
に
あ
り
ま
す
。
介
護
健
康
課
が
郵
送

し
た
受
診
票
は
、
集
団
検
診
用
で
す
の

で
、
個
別
検
診
で
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
。

医療機関 受　付 住　所 電話番号

塩田病院

水曜日の午前中のみ
受付時間
９：００～１１：００

勝浦市出水
１２２１ ７３−１２２１

もりかわ医院

月～土　９：００～１１：３０
月・火・金・土は、
１４：３０～１６：３０も受付可
休診日：日、祝

いすみ市
岬町長者
１７７

８７−３３４７

④個別検診実施医療機関

※必ず受診される上記の医療機関に予約をしてから受診をしてください。

③
持
ち
物

・
検
診
料
金
（
１
，
０
０
０
円
）

・
保
険
証

※
た
だ
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

の
方
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
無
料

と
な
り
ま
す
。
（
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
者
証
、
ま
た
は
生
活
保
護
受
給
者
証

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

【各種健康相談】

▽親子ひろば
□対 ０歳～就学前のお子さま（一部には個別通知あり）
□日 ５月１６日㈬　　□場 キュステ
□受 個別通知者の方は通知文をご確認ください
　一般受付は１０：００～１１：００
□持 母子健康手帳、フェイスタオル
　 アンケート（一部の方のみ）

▽プレパパ・プレママ歯と口の健康教室
□対 出産予定の方とご家族
□日 ５月１１日㈮　　□受 ９：４０～１０：００
□場 こども館　　　　□持母子健康手帳・筆記用具

▽子育て相談ぐんぐん（心理発達の相談）
□対 就学前のお子さま（要予約）
□日 ５月２３日㈬　　□受 １３：００～１５：３０
□場 こども館　　　　□持 母子健康手帳

以下については対象者に個別通知します。
▽すくすく教室
□対 Ｈ２７年１１月～１２月生まれの方
□日 ５月１６日㈬　　□受 ９：３０～１０：３０
□場 キュステ
□持 母子健康手帳、アンケート
　 使用中の歯ブラシ、フェイスタオル

▽１歳６カ月児健康診査
□対 Ｈ２８年１０月～１１月生まれの方
□日 ５月１８日㈮　　□受 １２：４５～１３：００
□場 キュステ
□持 母子健康手帳・問診票・使用中の歯ブラシ

▽３歳児健康診査
□対 Ｈ２６年１０月～１１月生まれの方
□日 ５月１８日㈮　　□受 １３：０５～１３：２０
□場 キュステ
□持 母子健康手帳・問診票・尿・使用中の歯ブラシ
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不
妊
治
療
を
さ
れ
て
い
る
ご
夫
婦
の

経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
市

で
は
不
妊
治
療
に
要
し
た
医
療
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
方

　

不
妊
治
療
を
し
て
い
る
法
律
上
婚
姻

関
係
の
あ
る
夫
婦
で
、
１
年
以
上
前

か
ら
夫
婦
の
両
方
ま
た
は
一
方
が
勝

浦
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

　

た
だ
し
、
助
成
を
受
け
る
治
療
の
開

始
時
に
お
い
て
妻
の
年
齢
が
43
歳
未

満
で
あ
る
こ
と
、
申
請
日
に
お
い
て

市
税
な
ど
の
滞
納
を
し
て
い
な
い
こ

と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
治
療
法

　

体
外
受
精
、
顕
微
授
精
そ
の
他
女
性

に
対
し
て
医
師
が
認
め
た
不
妊
治

療
。
た
だ
し
、
不
妊
診
断
の
た
め
の

検
査
費
、
申
請
に
係
る
文
書
作
成
料

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▽
助
成
内
容

　

当
該
年
度
の
不
妊
治
療
に
要
し
た
本

人
負
担
額
か
ら
加
入
医
療
保
険
の
給

付
、
千
葉
県
か
ら
の
助
成
額
を
除

い
た
額
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額

（
千
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て
た

額
）
で
、
年
額
10
万
円
を
上
限
と
し

ま
す
。

▽
申
請
の
期
間

　

不
妊
治
療
が
終
了
し
た
日
の
翌
日
か

ら
２
年
以
内
に
申
請

　

平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
、
高
齢
者
肺
炎

球
菌
予
防
接
種
が
、
国
の
定
め
る
「
定
期
予

防
接
種
」
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

平
成
30
年
度
ま
で
は
移
行
期
間
と
し
て
毎
年

の
年
度
末
に
65
歳
か
ら
１
０
０
歳
ま
で
の
方

が
５
歳
刻
み
で
対
象
に
な
り
ま
す
（
平
成

31
年
度
か
ら
は
65
歳
の
み
が
対
象
と
な
り
ま

す
）
。
対
象
者
に
は
予
診
票
（
紫
色
）
を
お

送
り
し
ま
す
の
で
内
容
を
確
認
の
う
え
予
防

接
種
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
接
種
期
間

　

４
月
～
平
成
31
年
３
月
31
日

▽
費
用

　

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用
の
う
ち
、

　

２
，
０
０
０
円
を
助
成

※
予
防
接
種
費
用
は
医
療
機
関
で
確
認
し
て

　

市
で
は
、
肺
炎
球
菌
定
期
予
防
接
種
対
象

者
以
外
の
希
望
者
に
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
対
象
者

　

勝
浦
市
に
居
住
し
、
か
つ
、
住
民
登
録
さ

れ
て
い
る
65
歳
以
上
の
方
で
、
こ
れ
ま
で

に
勝
浦
市
の
「
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用

の
助
成
」
を
受
け
て
い
な
い
方
。

▽
申
込
方
法

　

介
護
健
康
課
窓
口
で
本
人
ま
た
は
家
族
に

保健だより

不
妊
治
療
費
助
成
の
お
知
ら
せ

平
成
30
年
度

高
齢
者
肺
炎
球
菌
定
期
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

平
成
30
年
度

 「
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　  

予
防
接
種
助
成
事
業
」
に
つ
い
て

▽
交
付
申
請
に
必
要
な
書
類

 

（
○
は
必
須
、
◆
は
対
象
の
方
の
み
）

○
勝
浦
市
不
妊
治
療
費
助
成
金
交
付
申

請
書

○
勝
浦
市
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
医
療

機
関
受
診
証
明
書

○
当
該
治
療
費
の
領
収
書
の
写
し

○
医
療
保
険
証
の
写
し

 

（
ご
夫
婦
お
二
人
分
）

○
請
求
書
（
助
成
額
の
交
付
決
定
後
提

出
し
て
頂
く
も
の
で
す
が
、
事
前
に

提
出
し
て
頂
く
こ
と
で
再
度
の
来
庁

に
よ
る
事
務
手
続
き
を
省
く
た
め
提

出
し
て
頂
き
ま
す
）

◆
助
成
金
の
振
込
先
の
通
帳
の
写
し

（
申
請
１
回
目
の
み
。
２
回
目
以
降

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

◆
県
の
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
を

受
け
て
い
る
方
は
、
交
付
決
定
通
知

書
の
写
し

◆
医
療
保
険
の
不
妊
治
療
費
給
付
を
受

け
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
を
証
明
す

る
書
類

◆
夫
婦
の
住
所
が
異
な
り
、
婚
姻
関
係

が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
戸
籍
謄
本

※
申
請
書
お
よ
び
受
診
証
明
書
、
請
求

書
の
様
式
に
つ
い
て
は
勝
浦
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者

　

平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
の
年
齢
が
65
、

70
、
75
、
80
、
85
、
90
、
95
、
１
０
０
歳

に
な
る
方
で
、
過
去
に
勝
浦
市
の
肺
炎
球

菌
予
防
接
種
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い

方
。

※
60
～
64
歳
の
方
で
も
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼

吸
器
お
よ
び
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
障
害
を
有
す
る
方

（
障
害
手
帳
１
級
を
所
持
し
て
い
る
方
）

は
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
実
施
期
間
内
に
勝
浦
市
に
転
入
し
対
象
と

思
わ
れ
る
方
は
、
介
護
健
康
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
し
て
い
た
だ
き
、
助
成
券
を
交
付
し

ま
す
。

▽
費
用

　

接
種
費
用
の
う
ち
、
２
，
０
０
０
円
を
助

成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
生
活
保
護
世
帯
に

つ
い
て
は
、
接
種
費
用
は
全
額
市
で
負
担

し
ま
す
。

※
接
種
費
用
は
医
療
機
関
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

申込・問合せ　介護健康課　健康管理係　☎７３−６６１４
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市
で
は
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
林
作
物
被

害
を
防
止
す
る
た
め
、
平
成
30
年
度
の
「
鳥

獣
被
害
防
止
柵
設
置
事
業
」
と
「
狩
猟
免
許

取
得
促
進
事
業
」
の
事
業
申
請
を
受
け
付
け

し
て
い
ま
す
。

鳥
獣
被
害
防
止
柵
設
置
事
業

▽
事
業
対
象
者　

自
ら
農
林
産
物
を
生
産
し

て
い
る
農
業
者
で
、
市
税
な
ど
の
滞
納
が

な
い
方
（
１
軒
で
も
申
請
で
き
ま
す
）

▽
事
業
に
よ
り
柵
を
設
置
で
き
る
土
地

　

勝
浦
市
内
の
耕
作
が
可
能
な
農
地
、
ま
た

は
タ
ケ
ノ
コ
を
収
穫
す
る
た
め
に
適
正
に

管
理
さ
れ
て
い
る
竹
林

▽
補
助
率

　

購
入
価
格
（
税
抜
き
）
の
２
分
の
１
以
内

（
補
助
金
の
上
限
は
10
万
円
と
し
、
１
万

円
未
満
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
）

▽
事
業
採
択
基
準
（
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
）

・
柵
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
土
地
の
所
有

権
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
は
貸
借
契

約
に
よ
る
利
用
権
を
有
し
、
土
地
所
有
者

の
同
意
を
得
て
い
る
こ
と
。

・
設
置
し
た
土
地
お
よ
び
柵
に
つ
い
て
、
電

気
柵
は
８
年
、
金
網
柵
は
14
年
以
上
、
適

正
に
耕
作
・
管
理
が
行
え
る
こ
と
。

▽
申
請
に
必
要
な
添
付
書
類

①
鳥
獣
被
害
防
止
柵
の
設
置
す
る
位
置
が
分

か
る
地
図

②
鳥
獣
被
害
防
止
柵
の
資
材
購
入
費
の
見
積
書

③
鳥
獣
被
害
防
止
柵
の
仕
様
（
部
材
の
規
格
、

被
害
防
止
柵
の
設
置
・
わ
な
免
許
の
取
得
に

　
　
　
　
　
　
　
　   

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

被
害
防
止
柵
の
設
置
・
わ
な
免
許
の
取
得
に

　
　
　
　
　
　
　
　   

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

数
量
な
ど
）
が
分
か
る
カ
タ
ロ
グ
な
ど

④
鳥
獣
被
害
防
止
柵
の
設
置
を
予
定
し
て
い

る
土
地
の
写
真

⑤
勝
浦
市
鳥
獣
被
害
防
止
柵
設
置
事
業
の
実

施
に
係
る
同
意
書
（
土
地
所
有
権
を
有
し

な
い
場
合
）

※
申
請
の
前
に
購
入
し
た
電
気
柵
は
対
象
外

で
す
。
ま
た
詳
し
い
採
択
要
件
に
つ
き
ま

し
て
は
農
林
水
産
課
ま
で
ご
相
談
下
さ

い
。

狩
猟
免
許
取
得
促
進
事
業

▽
事
業
対
象
者　

市
が
行
う
有
害
鳥
獣
の
捕

獲
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
新
た
に
わ
な
の
狩
猟
免
許
を
取
得
す

る
勝
浦
市
民
の
方
で
、
市
税
な
ど
の
滞
納

が
な
い
方

▽
補
助
の
対
象　

わ
な
猟
免
許
の
新
規
取
得

に
か
か
る
初
心
者
狩
猟
講
習
受
講
料
お
よ

び
狩
猟
免
許
試
験
申
請
費
用

▽
補
助
率　

３
分
の
２
以
内

※
補
助
金
の
交
付
は
狩
猟
免
許
試
験
に
合
格

さ
れ
た
場
合
の
み
と
な
り
ま
す
。
ま
た
申

請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
夷
隅
地
域
振
興
事

務
所
で
の
免
許
試
験
の
受
付
後
に
農
林
水

産
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
狩
猟
免
許
試
験
に
関
す
る
ご
相
談
は
夷
隅

地
域
振
興
事
務
所
（
☎
82
‐
２
４
５
１
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

農
林
水
産
課
有
害
鳥
獣
対
策
班

　
　
　
　

☎
73

−

６
６
３
５

※機械作業は、区画整理地または同等程度の圃場を想定。
この賃金は標準的な賃金ですので、地域の実情によりお互い話し合いの上、行ってください。
平成３０年４月１日から適用されます。
※耕作をしていない農地は草刈りなどの適正な管理をお願いします。
問合せ　農業委員会事務局 　☎７３−６６３７

平成30年度勝浦市農作業別標準賃金ならびに機械による標準農作業料金
今年の標準額が決まりました。内容は下表のとおりです。

作業区分 賃　　金 備　　考
水田作業 7,800 円 １日当たり、実労働時間は８時間とし食事代は含みません。畑 作 業 7,500 円

１．農作業別標準賃金

作業区分 機械種別 料　　金 備　　考

水田耕起 耕 運 機 7,000 円 １０アール当たり、人付作業料金で食事代は含みません。
（耕起深度１５センチ以上）トラクター 6,000 円

水田代かき 耕 運 機 7,400 円 １０アール当たり、人付作業料金で食事代は含みません。
（２回を基準）トラクター 6,500 円

あぜ塗り トラクター 60 円 １ｍ当たり
植　　付 田 植 機 6,600 円 １０アール当たり、人付作業料金で食事代は含みません。

刈取脱穀
コンバイン 17,100 円 １０アール当たり、人付作業料金で食事代は含みません。

（脱穀後の籾の搬送は含まない）バインダー（刈取） 8,300 円
ハーベスター（脱穀） 6,200 円

乾燥調整 2,800 円 １俵当たり（籾摺り 800 円含む）
育　　苗 810 円 （硬化苗）１箱当たり

２．機械による標準農作業料金
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あ
な
た
に
ぴ
っ
た
り
が
き
っ
と
み
つ
か
る

キ
ュ
ス
テ
Ｗ
ａ
ｋ
ü
Ｗ
ａ
ｋ
ü

　
　
　

  

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　

  

～
春
の
新
教
室
～

申込・問合せ
　芸術文化交流センター
　☎ 73 −１００１

本
格
紅
茶
レ
ッ
ス
ン

  

～
キ
ュ
ス
テ
・
デ
・
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
～

生
け
花
教
室
～
基
本
か
ら
自
由
花

       

ま
で
色
々
い
け
ま
し
ょ
う
！
～

そ
ば
打
ち
学
校
～
分
校
の

   

お
蕎
麦
屋
さ
ん
が
や
っ
て
く
る
！
～

　

自
分
で
こ
ね
た
パ
ン
生
地
が
発
酵
し
、

焼
き
あ
が
る
様
を
眺
め
る
こ
と
は
、
パ
ン

作
り
の
醍
醐
味
で
す
！
さ
あ
、
一
緒
に
パ

ン
作
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

▽
金
曜
ク
ラ
ス

日
程　

５
月
18
日
、
７
月
６
日
・
20
日
、  

　
　
　

８
月
10
日
、
31
日
（
全
５
回
）

時
間　

18
時
～
21
時

▽
土
曜
ク
ラ
ス

日
程　

５
月
19
日
、
７
月
７
日
、
21
日
、

　
　
　

８
月
11
日
、
９
月
１
日

　
　

 

（
全
５
回
）

時
間　

13
時
～
16
時

場
所　

キ
ュ
ス
テ
２
階
調
理
室

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

　
　

 

（
高
校
生
以
上
）

定
員　

12
人

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
な
ど

材
料
費　

１
回
１
，
５
０
０
円
程
度

講
師　

佐
久
間　

美
幸

　
　

 

（
「
ミ
ー
の
パ
ン
教
室
」
主
宰
）

世
界
の
パ
ン
を
作
っ
て
み
よ
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
教
室

　

紅
茶
の
美
味
し
い
入
れ
方
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
世
界
三
大
銘
茶
の
テ
イ
ス
テ
ィ

ン
グ
、
ア
イ
ス
テ
ィ
ー
で
の
お
も
て
な

し
、
ク
リ
ー
ム
テ
ィ
ー
の
楽
し
み
方
な
ど

な
ど
…

　

紅
茶
の
魅
力
を
余
す
こ
と
な
く
ご
堪
能

い
た
だ
け
る
、
そ
ん
な
教
室
で
す
。

日
程　

５
月
13
日
㈰
、
６
月
10
日
㈰
、

　
　
　

７
月
８
日
㈰
（
全
３
回
）

時
間　

10
時
～
12
時

場
所　

キ
ュ
ス
テ
２
階
調
理
室

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

 

（
小
学
生
以
上
、
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　

15
人

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
お
気
に
入
り
の

テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
、
ソ
ー
サ
ー
を
お
持
ち

の
方
は
ぜ
ひ
ご
持
参
下
さ
い
。

材
料
費　

１
，
５
０
０
円

講
師　

長
谷
川　

真
紀

 

（
君
津
市
～
Ｔ
ｅ
ａ
Ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
Ｅ
ｌ
ｌ

  

ｉ
ｅ
～
）

　

時
節
の
移
り
変
わ
り
に
思
い
を
馳
せ
る

こ
と
が
で
き
る
の
が
生
け
花
の
魅
力
。
さ

あ
、
皆
さ
ん
も
花
の
あ
る
暮
ら
し
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

日
程　

５
月
12
日
㈯
、
６
月
９
日
㈯
、

　
　
　
７
月
15
日
㈰
、
８
月
５
日
㈰
、

　
　
　
９
月
９
日
㈰
（
全
５
回
）

時
間　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

キ
ュ
ス
テ
２
階
調
理
室

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

 

（
小
学
生
以
上
、
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　

15
人

持
ち
物　

花
鋏
、
花
合
羽
（
お
花
を
包
む

　

も
の
）

材
料
費　

１
回
１
，
３
０
０
円
程
度

講
師　

関
野　

汀
華
（
勝
浦
市
華
道
連
盟
）

　

つ
や
や
か
な
蕎
麦
を
、
芳
醇
な
そ
ば
つ

ゆ
に
サ
ッ
と
つ
け
て
、
一
気
に
す
す
る
！

そ
ん
な
蕎
麦
を
打
っ
て
み
た
く
あ
り
ま
せ

ん
か
？
さ
あ
、
今
が
挑
戦
の
時
！

日
程　

５
月
11
日
㈮

時
間　

13
時
～
15
時

場
所　

キ
ュ
ス
テ
２
階
調
理
室

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

 

（
小
学
生
以
上
、
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　

12
人
（
２
人
１
組
／
１
卓
で
の
作 

　

「
難
し
そ
う
…
」
、
「
初
め
て
じ
ゃ
上

手
に
作
れ
な
い
の
で
は
？
」
と
思
っ
て
い

る
方
で
も
大
丈
夫
。
基
礎
か
ら
丁
寧
に
ご

指
導
い
た
し
ま
す
。

　

世
界
に
１
つ
だ
け
し
か
存
在
し
な
い
、

あ
な
た
の
作
品
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

日
程　

５
月
８
日
・
29
日
、
６
月
12
日
、

　
　
　

７
月
10
日
、
８
月
７
日
、
９
月
11

　
　
　

日
・
25
日
、
10
月
16
日

（
全
８
回
、
す
べ
て
火
曜
日
）

時
間　

13
時
～
16
時

場
所　

勝
浦
集
会
所
集
会
室
②

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

 

（
小
学
生
以
上
、
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　

20
人

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
軍
手
・
タ
オ
ル
２

枚
（
使
い
古
し
た
も
の
で
結
構
で
す
）

材
料
費　

初
回
１
，
８
０
０
円

※
第
２
回
目
以
降
は
作
成
し
た
い
作
品
を

選
択
し
て
い
た
だ
き
、
作
品
に
よ
り
材

料
費
が
異
な
り
ま
す
。

講
師　

永
井　

義
彦

　

業
に
な
り
ま
す
。
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
（
手
拭
い
用
）
・
三
角

巾
（
バ
ン
ダ
ナ
、
調
理
用
帽
子
で
も

可
）

※
ご
自
身
で
蕎
麦
打
ち
道
具
を
お
持
ち
の

方
は
ぜ
ひ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

材
料
費　

３
，
５
０
０
円

講
師　

そ
ば
処
も
み
の
木
庵
の
皆
様

　
　

 

（
大
多
喜
町
）
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いろいろな知識を深めませんか？

平成３０年度
「教育委員会各種教室」参加者募集！

婦人学級　
対象：勝浦地区在住の女性　定員：６０人
女性の生き方と地域のかかわりを知り、人生を豊かに生
きるための学習をします。

期日 学習内容 形態 場所

５月１７日㈭ 開講式
生活習慣病予防と食事

講義
実習 キュステ

７月１９日㈭ 災害に備える
～自助の重要性～ 実技 市役所

８月２１日㈫ ケータイ・スマホを体験
しよう 実技 市役所

１０月 ３日㈬ 見聞を広めよう 野外
学習

京成バラ
園ほか

１２月上旬 市政から学ぼう 議会
傍聴 市役所

１月２３日㈬ 女性のための健康体操 実技 キュステ

期日 学習内容 形態 場所

５月２１日㈪ 開講式
生きがいと健康Ⅰ

講義
実技 市役所

６月 ５日㈫
　　　 ８日㈮
　　　１２日㈫
　　　１４日㈭

見聞を広める
歴史遺産、文化施設など
の見学

野外
学習

築地場外
市場
浜離宮恩
賜庭園

９月 ２日㈰ 生活上の課題を学ぶ
「高齢者と健康」 講義 キュステ

１０月１６日㈫
　　　１７日㈬

健康の増進を図る
（パークゴルフ） 実技

勝浦パー
クゴルフ
場

１１月 ７日㈬ 地域を学ぶ
「勝浦に伝わる民話」 講話 市役所

１２月 ３日㈪ 生きがいと健康Ⅱ
閉講式

実技
講義 市役所

期日 学習内容 形態 場所

　５月２３日㈬ 開講式
おしゃべりパーク 座談会 キュステ

　７月　４日㈬ 体を動かそう ３B 体操 実技 市役所

　９月上旬　 市政を学ぼう 議会傍聴 議場

１０月２４日㈬ 作ってみよう
「ピザ作り」 実技 芸術

１１月１４日㈬ 野外学習 野外学習 上野動物園

　２月　６日㈬ 閉講式　
調理実習 実技 キュステ

内容 期日 回数 会場（予定）

磯の生き物探訪 ６月 １回 海の博物館周辺の磯

ふるさと歴史ウォーキング 年間 ２回 市外２回

学級 期間 場所 回数

勝浦幼稚園家庭教育学級

４月～３月

勝浦市立
勝浦幼稚園

３回

上野小学校家庭教育学級
勝浦市立

上野小学校
３回

勝浦中学校家庭教育学級
勝浦市立

勝浦中学校
２回

高齢者学級
対象：６０歳以上の方　定員：１２０人
生きがいをもって充実した生活が送れるよう、教養を高
め、健康を増進し、高齢期の生活への理解を深めます。

家庭教育学級
心身ともに健康で豊かな子どもを育てるため、家庭教育の
重要さの理解および家庭の教育力の向上を図ります。

大洋家庭教育学級
対象：子を持つ親　定員：６０人
我が子が洋々たる海原のように、心身共に健康で心たくま
しく育つことを願い、親自身の向上、親の役割を学びます。

その他の教室
地域の皆さんにご協力いただき、下記の教室を開催し
ます。

申込・問合せ　社会教育課　☎７３−６６６５

　

紅
茶
の
美
味
し
い
入
れ
方
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
世
界
三
大
銘
茶
の
テ
イ
ス
テ
ィ

ン
グ
、
ア
イ
ス
テ
ィ
ー
で
の
お
も
て
な

し
、
ク
リ
ー
ム
テ
ィ
ー
の
楽
し
み
方
な
ど

な
ど
…

　

紅
茶
の
魅
力
を
余
す
こ
と
な
く
ご
堪
能

い
た
だ
け
る
、
そ
ん
な
教
室
で
す
。

日
程　

５
月
13
日
㈰
、
６
月
10
日
㈰
、

　
　
　

７
月
８
日
㈰
（
全
３
回
）

時
間　

10
時
～
12
時

場
所　

キ
ュ
ス
テ
２
階
調
理
室

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

 

（
小
学
生
以
上
、
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　

15
人

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
お
気
に
入
り
の

テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
、
ソ
ー
サ
ー
を
お
持
ち

の
方
は
ぜ
ひ
ご
持
参
下
さ
い
。

材
料
費　

１
，
５
０
０
円

講
師　

長
谷
川　

真
紀

 

（
君
津
市
～
Ｔ
ｅ
ａ
Ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
Ｅ
ｌ
ｌ

  

ｉ
ｅ
～
）
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MY STAGE

◇
形
競
技

小
学
生
低
学
年
男
子

　

優　

勝　

鈴
木　

愛
虎
（
茂
原
武
道
館
）

　

準
優
勝　

倉
持　

央
佑
（
優
志
会
）

　

３　

位　

大
野　

琥
珀
（
剛
柔
流
空
手
道
有
心
会
）

小
学
生
低
学
年
女
子

　

優　

勝　

小
高
よ
つ
は
（
一
宮
空
手
道
教
室
）

　

準
優
勝　

平
尾　

玲
衣
（
一
宮
空
手
道
教
室
）

　

３　

位　

石
野　

倖
奈
（
拳
栄
会
大
原
）

小
学
生
中
学
年
男
子

　

優　

勝　

金
坂
ひ
な
た
（
茂
原
武
道
館
）

　

準
優
勝　

春
山　

幸
輝
（
茂
原
武
道
館
）

　

３　

位　

鈴
木　

聡
太
（
武
道
会
連
合
龍
神
館
）

小
学
生
中
学
年
女
子

　

優　

勝　

渡
邊　

舞
菜
（
蒼
和
）

　

準
優
勝　

冨
塚　

千
鶴
（
一
宮
空
手
道
教
室
）

　

３　

位　

髙
橋　
　

凛
（
茂
原
武
道
館
）

小
学
生
高
学
年
男
子

　

優　

勝　

鈴
木　

真
翔
（
武
道
会
連
合
龍
神
館
）

　

準
優
勝　

平
尾　

一
倖
（
一
宮
空
手
道
教
室
）

　

３　

位　

宮
原　

拓
哉
（
茂
原
武
道
館
）

小
学
生
高
学
年
女
子

　

優　

勝　

菊
池　

晴
香
（
一
宮
空
手
道
教
室
）

　

準
優
勝　

吉
野
菜
々
子
（
茂
原
武
道
館
）

　

３　

位　

松
本
佳
レ
ン
（
拳
栄
会
大
原
）

中
学
生
男
子

　

優　

勝　

松
本　

隼
汰
（
拳
栄
会
大
原
）

　

準
優
勝　

高
橋　
　

陸
（
茂
原
武
道
館
）

中
学
生
女
子

　

優　

勝　

井
桁　

芽
香
（
茂
原
武
道
館
）

　

準
優
勝　

永
野　

楓
月
（
剛
柔
流
空
手
道
有
心
会
）

　

３　

位　

藤
川　

優
奈
（
剛
柔
流
空
手
道
有
心
会
）

第27回「勝浦市空手道大会」

◇
組
手
競
技

小
学
生
低
学
年
男
子

　

優　

勝　

倉
持　

央
佑
（
優
志
会
）

　

準
優
勝　

角
田　
　

舷
（
剛
柔
流
空
手
道
有
心
会
）

　

３　

位　

大
木　

幸
雄
（
茂
原
武
道
館
）

　
　
　
　
　

石
山　

汰
一
（
剛
柔
流
空
手
道
有
心
会
）

小
学
生
低
学
年
女
子

　

優　

勝　

平
尾　

玲
衣
（
一
宮
空
手
道
教
室
）

　

準
優
勝　

岩
佐
夏
帆
美
（
一
宮
空
手
道
教
室
）

　

３　

位　

米
倉　

叶
望
（
茂
原
武
道
館
）

　
　
　
　
　

小
高
よ
つ
は
（
一
宮
空
手
道
教
室
）

小
学
生
中
学
年
男
子

　

優　

勝　

岩
下　

駿
斗
（
剛
柔
流
空
手
道
有
心
会
）

　

準
優
勝　

小
関　

呂
偉
（
剛
柔
流
空
手
道
有
心
会
）

　

３　

位　

岩
佐　

陽
生
（
一
宮
空
手
道
教
室
）

　
　
　
　
　

鈴
木　

聡
太
（
武
道
会
連
合
龍
神
館
）

小
学
生
中
学
年
女
子

　

優　

勝　

髙
橋　
　

凛
（
茂
原
武
道
館
）

　

準
優
勝　

大
野
ひ
い
ろ
（
剛
柔
流
空
手
道
有
心
会
）

　

３　

位　

小
高
こ
と
は
（
一
宮
空
手
道
教
室
）

　
　
　
　
　

冨
塚　

千
鶴
（
一
宮
空
手
道
教
室
）

小
学
生
高
学
年
男
子

　

優　

勝　

鈴
木　

真
翔
（
武
道
会
連
合
龍
神
館
）

　

準
優
勝　

岩
下　

佑
輔
（
剛
柔
流
空
手
道
有
心
会
）

　

３　

位　

小
池　

孝
紀
（
蒼
和
）

　
　
　
　
　

荻
野　

天
太
（
和
空
会
）

小
学
生
高
学
年
女
子

　

優　

勝　

菊
池　

晴
香
（
一
宮
空
手
道
教
室
）

　

準
優
勝　

大
野　

紫
苑
（
剛
柔
流
空
手
道
有
心
会
）

　

３　

位　

松
本
佳
レ
ン
（
拳
栄
会
大
原
）

中
学
生
男
子

　

優　

勝　

高
橋　
　

陸
（
茂
原
武
道
館
）

　

準
優
勝　

松
本　

隼
汰
（
拳
栄
会
大
原
）

中
学
生
女
子

　

優　

勝　

永
野　

楓
月
（
剛
柔
流
空
手
道
有
心
会
）

　

準
優
勝　

井
桁　

芽
香
（
茂
原
武
道
館
）

　

３　

位　

藤
川　

優
奈
（
剛
柔
流
空
手
道
有
心
会
）

◇個人戦の部（２年生重量級）
　優　勝　砂田　蓮音（勝浦小２年）

◇個人戦の部（２年生軽量級）
　第３位　相子　一花（上野小２年）

◇個人戦の部（５年生軽量級）
　第３位　和田新太郎（勝浦小５年）

◇団体戦低学年の部
　第３位　日本武道館武道学園
　　　　　（相子、伊勢、砂田）

◇学級新聞・小学校低学年部門
　千葉県知事賞（最優秀賞）
　　上野小学校１年生　１５人
　佳作
　　上野小学校３年生　１７人

◇中学校の部
　優秀賞　山田 成乃助（勝浦中３年）
　　　　　「地域を愛すること」

※すべて受賞時の学年で掲載

第１回ＣＨＩＢＡこども新聞コンクール第１８回紅少年柔道大会

平成２９年度「地域の誇り」表現コンテスト
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市
短
歌
会

入
浴
剤
の
残
り
香
こ
も
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

　
下
り
れ
ば
マ
ン
シ
ョ
ン
音
一
つ
な
し

小
林
　
秀
子

ミ
サ
ン
ガ
を
値
切
り
て
買
い
し
ペ
ン
ダ
イ
ン
市
場

　
少
女
の
表
情
曇
る
を
見
た
り

那
須
　
真
治

「
送
り
ま
す
」
嫁
に
言
わ
れ
て
包
み
か
と

　
届
い
て
み
れ
ば
メ
ー
ル
の
添
付

大
槻
　
晏
子

梅
、
桜
菜
の
花
も
咲
き
ほ
っ
と
す
る

　
身
に
凍
み
て
お
り
今
年
の
寒
さ

藤
江
あ
け
み

雛
段
に
吾わ

れ

を
見
つ
め
る
雛

ひ
い
な

あ
り

　
孫
の
目
も
と
に
い
と
も
似
て
を
り遠

藤
　
久
子

雛
祭
賑
わ
う
街
を
歩
き
つ
つ

　
勝
浦
自
慢
の
友
の
顔
あ
り

岩
崎
　
千
恵

揺
ら
め
き
し
竹
灯
籠
の
ほ
の
明
か
り

　
里
の
た
そ
が
れ
癒
さ
れ
し
刻と

き

黒
沼
　
令
子

お
姫
さ
ま
だ
っ
こ
で
持
ち
し
大
根
と

　
パ
パ
が
迎
え
に
孫
帰
り
行
く

渡
辺
　
洋
子

来
し
方
の
知
人
多
く
が
世
を
去
り
ぬ

　
悼
む
心
に
風
の
吹
き
ゆ
く

松
村
　
憲
子

如
月
は
ゆ
き
て
耕
地
は
黒
々
と

　
足
の
温
も
る
午
後
の
散
歩
路

小
沢
き
み
枝

雪
国
の
ほ
っ
け
の
干
物
身
も
厚
く

　
食
欲
進
む
新
潟
の
味

柴
代
　
信
子

う
す
紙
に
や
わ
く
し
ま
い
し
豆
雛
を

　
日
差
し
の
中
に
今
年
も
ひ
ろ
げ
り吉

野
佳
世
子

正
座
し
て
と
き
め
き
見
入
る
ス
ケ
ー
ト
を

　
華
麗
に
舞
い
ぬ
金
メ
ダ
ル
の
彼

佐
藤
　
歌
子

冬
五
輪
日
本
選
手
の
素
晴
ら
し
さ

　
夜
通
し
す
ご
す
テ
レ
ビ
の
前
で

細
野
千
枝
子

た
け
な
は
と
な
る
春
包
み
て
蕗
の
と
う

　
吾
が
手
の
内
に
小
踊
り
を
す
る

里
見
　
絹
枝

畑
の
草
引
き
い
る
わ
が
手
小
突
き
ゆ
く

　
小
鳥
と
し
ば
し
遊
ぶ
春
の
日

鈴
木
　
芳
子

さ
ざ
波
の
立
つ
日
も
有
れ
ど
老
三み

た

り人

　
恙
な
き
春
白
梅
咲
き
ぬ

海
老
根
し
げ

短
歌
（
一
般
）

幾
年
を
二
泊
三
日
の
坂
東
路

　
め
ぐ
り
て
久
し
笈
摺
た
た
む

梅
園
　
妙
子

ガ
ラ
ス
戸
に
猫
の
姿
の
影
あ
り
し

　
何
聞
こ
ゆ
る
か
耳
の
み
ぞ
動
く

里
見
ふ
み
子

市
俳
句
会
　

千
里
一
望
聳そ

び

ゆ
享
保
の
大

お
お
ひ
い
な
雛

　
　
　
　
北
条
　
杜
岡

青
空
の
奥
へ
張
り
出
す
芽
吹
山

　
　
　
関
野
　
汀
華

雛
照
ら
す
炎
は
ゆ
れ
て
竹
灯
籠

　
　
　
　
高
梨
　
信
子

御
社
の
石
段
の
雛
寒
か
ら
む

　
　
藤
井
　
和
子

櫓
を
鳴
か
せ
手
漕
ぎ
で
ゆ
け
り
流
し
雛

　
　
田
邊
　
観
潮

俳
句
（
一
般
）

春
障
子
和
箪
笥
し
ば
し
開
け
放
つ

江
澤
　
茂
子

啓
蟄
や
き
ら
き
ら
光
る
海
が
あ
る

久
我
マ
ツ
子

春
暁
の
眠
り
を
覚
ま
す
鳩
時
計

篠
原
　
一
代

背
の
び
し
て
梅
の
香
み
ゆ
る
鼻
の
先里

見
ふ
み
子

花
変
わ
り
一
雨
ご
と
に
春
の
音

野
村
　
育
男

あなたのお店を宣伝してみませんか？

勝浦市公式ホームページ
バナー広告募集

掲載料　市内の方　　６，０００円（１ヵ月）
　　　　市外の方　１０，０００円（１ヵ月）
問合せ　企画課広報統計係　☎７３－６６５７

※
お
願
い

　

誤
植
を
避
け
る
た
め
、
投
稿
に
際
し
て
は
、「
楷
書
」
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
５
月
18
日
発
行
号
は
４
月
25
日
ま
で
に
投
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
告
枠
は
こ
ち
ら
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そ
し
て
も
う
一
つ
、
勝
浦
の
貴
重
な
資
源
が
あ
る
。
そ
れ

は〝
人
〞。
地
元
地
域
の
雇
用
が
多
い
の
に
加
え
、ラ
イ
フ
セ
ー

ビ
ン
グ
部
が
身
体
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
に
テ
ル
ム
マ
ラ

ン
を
活
用
す
る
な
ど
、
市
内
に
あ
る
国
際
武
道
大
学
と
の
関

わ
り
も
深
い
。
お
と
と
し
か
ら
は
武
大
卒
の
伹た
だ

野の

安
菜
さ
ん

が
従
業
員
と
し
て
加
わ
っ
た
。
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
や
ト
リ
ー
ト

メ
ン
ト
な
ど
15
種
も
の
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
す
が
「
大
学
で
学

ん
だ
知
識
が
生
き
て
い
る
」
と
、仕
事
の
飲
み
込
み
が
早
か
っ

た
。「
毎
日
楽
し
く
て
し
ょ
う
が
な
い
で
す
ね
。
毎
日
い
ら
っ

し
ゃ
る
会
員
の
方
と
お
話
し
た
り
」
と
伹
野
さ
ん
が
話
す
と
、

「
会
員
さ
ん
の
ア
イ
ド
ル
で
す
か
ら
」と
佐
藤
さ
ん
は
笑
っ
た
。

　　

現
在
、
テ
ル
ム
マ
ラ
ン
で
は
旧
来
持
た
れ
て
い
た
リ
ゾ
ー

ト
エ
ス
テ
と
い
う
印
象
を
脱
し
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

な
が
ら
恵
ま
れ
た
資
源
を
活
か
す
と
い
う
、
勝
浦
だ
か
ら
こ

そ
の
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
を
追
求
す
る
原
点
回
帰
に
挑
ん
で
い

る
。
例
え
ば
今
、ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ニ
ン
グ
の
場
と
し
て
の
利
用
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

　

今
後
は
、
宿
泊
施
設
の
あ
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ヒ
ル
と
の
共

同
に
よ
る
企
業
向
け
の
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
で
き
る

研
修
先
と
し
て
の
誘
致
や
、
隣
の
鴨
川
市
に
あ
る
亀
田
病
院

リ
ハ
ビ
リ
科
と
の
連
携
を
計
画
。
人
間
ド
ッ
グ
と
組
み
合
わ

せ
た
〝
タ
ラ
ソ
ド
ッ
グ
〞
も
構
想
す
る
。
一
方
で
「
地
元
の

方
に
も
気
軽
に
利
用
し
て
ほ
し
い
」
と
佐
藤
さ
ん
は
強
調
す

る
。
地
域
貢
献
と
し
て
地
元
向
け
の
送
迎
バ
ス
も
走
ら
せ
て

い
る
。「
日
本
の
温
泉
文
化
の
よ
う
に
、
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
を

も
っ
と
身
近
に
し
た
い
」。
素
晴
ら
し
い
資
源
に
恵
ま
れ
て
い

る
か
ら
こ
そ
、
佐
藤
さ
ん
の
そ
の
思
い
は
強
ま
る
ば
か
り
だ
。

１）フェンシング日本代表や西武ライオンズなど、トップアスリートがコンディショニングや試合後のアクティブレスト（急に
体を休めるのではなく、運動量を緩やかに低下させていくことで身体への負担を軽減する）に訪れる　２）エクササイズやトリー
トメントなど様々なメニューが揃う　３）プールの海水も勝浦の資源　４）伹野さんはビーチフラッグス競技において 2016 年
世界選手権 4位、日本選手権優勝の実績を持つ　５）ブルーベリーヒル内にあるテルムマラン。風景の向こうに太平洋を望む。
地元の食材を用いた料理を楽しめるカフェ・レストランも併設。17:30 以降はアクアトニックが半額で利用できるサービスも

※1・2写真はテルムマランより提供

　

タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
と
は
「
海
洋
性
気
候
の
も
と
、
海
水
、

海
藻
な
ど
、
海
の
資
源
を
用
い
て
身
体
を
内
側
か
ら
活
性
化

さ
せ
機
能
を
高
め
て
い
く
、
医
学
的
理
論
に
裏
付
け
ら
れ
た

自
然
療
法
で
、
古
く
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
行
わ
れ
て
い
る
」

…
…
と
解
説
を
受
け
て
も
、
な
お
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
に
く
い
。

そ
こ
で
テ
ル
ム
マ
ラ
ン
オ
ー
ナ
ー
の
佐
藤
剛
さ
ん
が
「〝
海
水

の
温
泉
〞で
す
」と
ひ
と
言
。「
プ
ー
ル
に
は
温
泉
成
分
は
入
っ

て
ま
せ
ん
か
ら
温
泉
表
記
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
日
本
人
に
な

じ
み
あ
る
温
泉
文
化
、
湯
治
み
た
い
な
も
の
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
と
い
い
か
と
。
体
温
に
近
い
温
度
で
、
身
体
に
負
担

を
か
け
ず
に
入
れ
ま
す
の
で
」。
な
る
ほ
ど
、
山
あ
い
の
自
然

に
抱
か
れ
つ
つ
温
泉
に
浸
か
り
、
ゆ
っ
く
り
と
心
身
を
健
や

か
に
し
て
い
く
湯
治
に
置
き
換
え
て
み
る
と
わ
か
り
や
す
い
。

　

湯
治
場
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
が
あ
る
よ
う
に
、
タ
ラ
ソ
テ

ラ
ピ
ー
に
も
適
地
が
あ
る
。
こ
こ
勝
浦
は
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー

の
環
境
と
し
て
大
変
恵
ま
れ
た
場
所
な
の
だ
。

　

清
ら
か
な
空
気
に
心
地
よ
い
潮
風
、
雄
大
な
海
の
風
景
。

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
効
果
の
あ
る
海
辺
の
環
境
、
身
体
に
負

荷
の
か
か
ら
な
い
温
暖
な
気
候
は
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
の
必
要

条
件
だ
が
、
そ
れ
ら
は
勝
浦
に
す
べ
て
揃
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
プ
ー
ル
の
水
は
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
で
ほ
ぼ
毎
日
運
ん
で

く
る
、
興
津
で
く
み
上
げ
ら
れ
た
新
鮮
な
海
水
だ
。「
海
水
は

体
内
成
分
と
似
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
勝
浦

の
海
水
は
ミ
ネ
ラ
ル
の
バ
ラ
ン
ス
が
い
い
」
と
、
佐
藤
さ
ん

は
そ
の
水
質
に
太
鼓
判
を
押
す
。

タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
っ
て
何
？

1

2

ブルーベリーヒルの中にある

タラソテラピー施設、

テルムマラン……

横文字が並び、地元勝浦でも頭の中に「？」が

浮かぶ方が多いのではないだろうか。

実は、勝浦の多様な資源が凝縮されたテルムマランは

これからの時代のニーズに呼応した、

大きな可能性を秘めた施設なのだ !!

テルムマランンの主要施設「「アアテルムマランンの主要施設「設「アア
クアトニックク」は温海水を使っっクアトニックク」は温海水をを使っ使っ
た多た多機能プールでルで、興、興津地津地区区た多た多た多機機能能プールでルで、興、興津地津地区区

本本 一一のの規日本日本随一随一の規の規模模

【 テルムマラン パシフィーク（株式会社タラソランド） 】
所在地■勝浦市興津 1920 ブルーベリーヒル内
創業■ 1997 年。創業時からフランスにある名門タラソセ
ンター「テルムマラン ド サンマロ」と業務提携。その技
術とサービスを継承し、今日まで日本における本格的なタ
ラソテラピー施設として知られている
主な事業内容■ハイドロセラピー（水治療法）、アルゴセ
ラピー（海藻療法）、キネジセラピー（運動療法）、クリマ
セラピー（気候療法）をベースに様々なプログラムでタラ
ソテラピーを展開　従業員■ 31人
☎ 0120-655-779　http://thalasso.jp/tmp/

3

4

5

勝
浦
の
多
彩
な
資
源
を
活
か
す

タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
が
身
近
に
な
る
時
代

「企業見聞録」は元・地域おこし協力隊、ぬまっち特派員が勝浦の企業の知られざる魅力にフォーカスする隔月連載です 取材・撮影・文・デザイン：沼尻亙司
記事の問合せ▶勝浦市企画課企業立地推進班　☎0470-73-6687
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そ
し
て
も
う
一
つ
、
勝
浦
の
貴
重
な
資
源
が
あ
る
。
そ
れ

は〝
人
〞。
地
元
地
域
の
雇
用
が
多
い
の
に
加
え
、ラ
イ
フ
セ
ー

ビ
ン
グ
部
が
身
体
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
に
テ
ル
ム
マ
ラ

ン
を
活
用
す
る
な
ど
、
市
内
に
あ
る
国
際
武
道
大
学
と
の
関

わ
り
も
深
い
。
お
と
と
し
か
ら
は
武
大
卒
の
伹た
だ

野の

安
菜
さ
ん

が
従
業
員
と
し
て
加
わ
っ
た
。
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
や
ト
リ
ー
ト

メ
ン
ト
な
ど
15
種
も
の
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
す
が
「
大
学
で
学

ん
だ
知
識
が
生
き
て
い
る
」
と
、仕
事
の
飲
み
込
み
が
早
か
っ

た
。「
毎
日
楽
し
く
て
し
ょ
う
が
な
い
で
す
ね
。
毎
日
い
ら
っ

し
ゃ
る
会
員
の
方
と
お
話
し
た
り
」
と
伹
野
さ
ん
が
話
す
と
、

「
会
員
さ
ん
の
ア
イ
ド
ル
で
す
か
ら
」と
佐
藤
さ
ん
は
笑
っ
た
。

　　

現
在
、
テ
ル
ム
マ
ラ
ン
で
は
旧
来
持
た
れ
て
い
た
リ
ゾ
ー

ト
エ
ス
テ
と
い
う
印
象
を
脱
し
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

な
が
ら
恵
ま
れ
た
資
源
を
活
か
す
と
い
う
、
勝
浦
だ
か
ら
こ

そ
の
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
を
追
求
す
る
原
点
回
帰
に
挑
ん
で
い

る
。
例
え
ば
今
、ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ニ
ン
グ
の
場
と
し
て
の
利
用
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

　

今
後
は
、
宿
泊
施
設
の
あ
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ヒ
ル
と
の
共

同
に
よ
る
企
業
向
け
の
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
で
き
る

研
修
先
と
し
て
の
誘
致
や
、
隣
の
鴨
川
市
に
あ
る
亀
田
病
院

リ
ハ
ビ
リ
科
と
の
連
携
を
計
画
。
人
間
ド
ッ
グ
と
組
み
合
わ

せ
た
〝
タ
ラ
ソ
ド
ッ
グ
〞
も
構
想
す
る
。
一
方
で
「
地
元
の

方
に
も
気
軽
に
利
用
し
て
ほ
し
い
」
と
佐
藤
さ
ん
は
強
調
す

る
。
地
域
貢
献
と
し
て
地
元
向
け
の
送
迎
バ
ス
も
走
ら
せ
て

い
る
。「
日
本
の
温
泉
文
化
の
よ
う
に
、
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
を

も
っ
と
身
近
に
し
た
い
」。
素
晴
ら
し
い
資
源
に
恵
ま
れ
て
い

る
か
ら
こ
そ
、
佐
藤
さ
ん
の
そ
の
思
い
は
強
ま
る
ば
か
り
だ
。

１）フェンシング日本代表や西武ライオンズなど、トップアスリートがコンディショニングや試合後のアクティブレスト（急に
体を休めるのではなく、運動量を緩やかに低下させていくことで身体への負担を軽減する）に訪れる　２）エクササイズやトリー
トメントなど様々なメニューが揃う　３）プールの海水も勝浦の資源　４）伹野さんはビーチフラッグス競技において 2016 年
世界選手権 4位、日本選手権優勝の実績を持つ　５）ブルーベリーヒル内にあるテルムマラン。風景の向こうに太平洋を望む。
地元の食材を用いた料理を楽しめるカフェ・レストランも併設。17:30 以降はアクアトニックが半額で利用できるサービスも

※1・2写真はテルムマランより提供

　

タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
と
は
「
海
洋
性
気
候
の
も
と
、
海
水
、

海
藻
な
ど
、
海
の
資
源
を
用
い
て
身
体
を
内
側
か
ら
活
性
化

さ
せ
機
能
を
高
め
て
い
く
、
医
学
的
理
論
に
裏
付
け
ら
れ
た

自
然
療
法
で
、
古
く
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
行
わ
れ
て
い
る
」

…
…
と
解
説
を
受
け
て
も
、
な
お
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
に
く
い
。

そ
こ
で
テ
ル
ム
マ
ラ
ン
オ
ー
ナ
ー
の
佐
藤
剛
さ
ん
が
「〝
海
水

の
温
泉
〞で
す
」と
ひ
と
言
。「
プ
ー
ル
に
は
温
泉
成
分
は
入
っ

て
ま
せ
ん
か
ら
温
泉
表
記
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
日
本
人
に
な

じ
み
あ
る
温
泉
文
化
、
湯
治
み
た
い
な
も
の
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
と
い
い
か
と
。
体
温
に
近
い
温
度
で
、
身
体
に
負
担

を
か
け
ず
に
入
れ
ま
す
の
で
」。
な
る
ほ
ど
、
山
あ
い
の
自
然

に
抱
か
れ
つ
つ
温
泉
に
浸
か
り
、
ゆ
っ
く
り
と
心
身
を
健
や

か
に
し
て
い
く
湯
治
に
置
き
換
え
て
み
る
と
わ
か
り
や
す
い
。

　

湯
治
場
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
が
あ
る
よ
う
に
、
タ
ラ
ソ
テ

ラ
ピ
ー
に
も
適
地
が
あ
る
。
こ
こ
勝
浦
は
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー

の
環
境
と
し
て
大
変
恵
ま
れ
た
場
所
な
の
だ
。

　

清
ら
か
な
空
気
に
心
地
よ
い
潮
風
、
雄
大
な
海
の
風
景
。

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
効
果
の
あ
る
海
辺
の
環
境
、
身
体
に
負

荷
の
か
か
ら
な
い
温
暖
な
気
候
は
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
の
必
要

条
件
だ
が
、
そ
れ
ら
は
勝
浦
に
す
べ
て
揃
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
プ
ー
ル
の
水
は
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
で
ほ
ぼ
毎
日
運
ん
で

く
る
、
興
津
で
く
み
上
げ
ら
れ
た
新
鮮
な
海
水
だ
。「
海
水
は

体
内
成
分
と
似
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
勝
浦

の
海
水
は
ミ
ネ
ラ
ル
の
バ
ラ
ン
ス
が
い
い
」
と
、
佐
藤
さ
ん

は
そ
の
水
質
に
太
鼓
判
を
押
す
。

タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
っ
て
何
？

1

2

ブルーベリーヒルの中にある

タラソテラピー施設、

テルムマラン……

横文字が並び、地元勝浦でも頭の中に「？」が

浮かぶ方が多いのではないだろうか。

実は、勝浦の多様な資源が凝縮されたテルムマランは

これからの時代のニーズに呼応した、

大きな可能性を秘めた施設なのだ !!

テルムマランンの主要施設「「アアテルムマランンの主要施設「設「アア
クアトニックク」は温海水を使っっクアトニックク」は温海水をを使っ使っ
た多た多機能プールでルで、興、興津地津地区区た多た多た多機機能能プールでルで、興、興津地津地区区

本本 一一のの規日本日本随一随一の規の規模模

【 テルムマラン パシフィーク（株式会社タラソランド） 】
所在地■勝浦市興津 1920 ブルーベリーヒル内
創業■ 1997 年。創業時からフランスにある名門タラソセ
ンター「テルムマラン ド サンマロ」と業務提携。その技
術とサービスを継承し、今日まで日本における本格的なタ
ラソテラピー施設として知られている
主な事業内容■ハイドロセラピー（水治療法）、アルゴセ
ラピー（海藻療法）、キネジセラピー（運動療法）、クリマ
セラピー（気候療法）をベースに様々なプログラムでタラ
ソテラピーを展開　従業員■ 31人
☎ 0120-655-779　http://thalasso.jp/tmp/

3

4

5

勝
浦
の
多
彩
な
資
源
を
活
か
す

タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
が
身
近
に
な
る
時
代

「企業見聞録」は元・地域おこし協力隊、ぬまっち特派員が勝浦の企業の知られざる魅力にフォーカスする隔月連載です 取材・撮影・文・デザイン：沼尻亙司
記事の問合せ▶勝浦市企画課企業立地推進班　☎0470-73-6687
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お
知
ら
せ

インフォメーションガーデン

Fax

　

市
で
は
、
市
が
指
定
し
た
施
設
を

利
用
で
き
る
入
湯
券（
10
枚
を
限
度
）

を
申
請
に
よ
り
交
付
し
ま
す
。
申
請

の
あ
っ
た
月
分
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す

の
で
、早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

福
祉
課
、
移
動
市
役
所
、
興
津
集

会
所
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
窓
口
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
場
で
交

付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
入
湯
料
金
に
つ
き
ま
し
て

は
施
設
側
に
一
部
負
担
頂
く
な
ど
、

ご
厚
意
に
よ
り
無
料
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

対
象
者

　

70
歳
以
上
の
方

　

70
歳
未
満
の
身
体
障
害
者
の
方

　

市
で
は
、
施
術
利
用
券
（
は
り
・

き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
、
１
カ

月
１
枚
、
１
年
度
12
枚
を
限
度
）
を

交
付
し
ま
す
。

　

申
請
の
あ
っ
た
月
分
か
ら
の
交
付

で
す
の
で
、
お
早
め
に
福
祉
課
の
窓

口
か
、
移
動
市
役
所
で
申
請
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
券
を
利

日
時　

５
月
23
日
㈬

　
　
　

８
時
52
分
ス
タ
ー
ト

場
所　

勝
浦
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

プ
レ
イ
代　

ビ
ジ
タ
ー
８
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
昼
食
付
、
消
費
税
別
）

参
加
費　

３
，０
０
０
円

競
技
方
法　

ペ
リ
ア
方
式

対
象　

勝
浦
市
在
住
ま
た
は
在
勤
者

で
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

申
込
締
切　

５
月
18
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

▽
社
会
教
育
課

　

☎
73

−

６
６
６
５

▽
勝
浦
市
ゴ
ル
フ
協
会
：
板
橋

　

☎
73

−

０
５
３
８

　

小
学
生
以
上
を
対
象
と
し
た
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
練
習
会
を
定
期
的
に
開

催
い
た
し
ま
す
。
初
心
者
か
ら
上
級

者
ま
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時　

５
～
７
月
、
９
月
～
12
月

　
　
　

全
14
回
（
月
２
回
月
曜
日
）

　
　
　

19
時
～
21
時

場
所

　

国
際
武
道
大
学
３
号
館
体
育
館

対
象　

小
学
生
以
上

参
加
費

　

小
中
学
生　

２
，０
０
０
円

　

高
校
生
以
上　

３
，０
０
０
円

（
平
成
30
年
度
よ
り
新
規
加
入
の

方
は
、
別
途
メ
ン
バ
ー
Ｔ
シ
ャ
ツ

代
２
，０
０
０
円
を
ご
負
担
い
た

だ
き
ま
す
）

※
日
程
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
込　

勝
浦
市
役
所
４
階
社
会
教
育

課
窓
口

申
込
締
切　

４
月
27
日
㈮

問
合
せ　

社
会
教
育
課

　
　
　
　

☎
73

−

６
６
６
５

日
時　

６
月
８
日
㈮
～
12
月
21
日
㈮

　
　
　
（
予
備
日
除
く
）
全
27
回

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分 

　
　
　
（
修
了
条
件
有
り
）

「
入
湯
券
」の
交
付
に
つ
い
て

「
施
術
利
用
券
」の

交
付
に
つ
い
て

第
72
回
勝
浦
市
民

春
季
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
ご
案
内

勝
浦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
参
加
者
募
集

平
成
30
年
度
夷
隅
郡
市

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座（
後
期
）

※
今
年
度
中
に
70
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
る
方
は
、
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ

て
か
ら
の
申
請
と
な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　

保
険
証
や
免
許
証
な
ど
、
身
分
を

証
明
で
き
る
も
の

申
請
・
問
合
せ

　

福
祉
課
福
祉
係

　

☎
73

−

６
６
１
９

　藤平益貴教育長の退職に伴い、３
月定例市議会にて同意を得て、４月
１日付けで岩瀬好央氏（５６歳）が教
育長に就任しました。岩瀬氏は、興
津中学校長、東上総教育事務所次長、
南房総教育事務所長などを歴任。

教育長に岩瀬好央氏

用
で
き
る
業
者
は
、「
市
に
登
録
さ

れ
た
業
者
」
に
限
り
ま
す
。

対
象
者

　

65
歳
以
上
の
方

※
今
年
度
中
に
65
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
る
方
は
、
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ

て
か
ら
の
申
請
と
な
り
ま
す
。

助
成
額

　

１
枚
８
０
０
円

申
請
に
必
要
な
も
の

　

保
険
証
や
免
許
証
な
ど
身
分
を
証

明
で
き
る
も
の
、
印
鑑(

ス
タ
ン

プ
印
不
可)

申
請
・
問
合
せ

　

福
祉
課
福
祉
係

　

☎
73

−

６
６
１
９

会
場　

勝
浦
市
芸
術
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
、
勝
浦
市
役
所

対
象　

将
来
手
話
通
訳
者
を
目
指
す

方
で
、手
話
奉
仕
員
養
成
講
座「
前

期
」
を
修
了
し
た
方

募
集
期
間　

５
月
１
日
㈫
～
23
日
㈬

申
込
・
問
合
せ　

〒
２
６
０

−

０
０
２
２　

千
葉
県
千
葉
市
中
央

区
神
明
町
２
０
４

−

12

（
福
）
千
葉
県
聴
覚
障
害
者
協
会

千
葉
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
課
養
成
普
及

係☎
０
４
３

−

３
０
８

−

６
３
７
３

　

０
４
３

−

３
０
８

−

６
４
０
０

　

一
人
で
も
多
く
の
方
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

日
程  

４
月
23
日
㈪

場
所
・
時
間

▽
勝
浦
ホ
テ
ル
三
日
月
（
房
総
勝
浦

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
共
催
）

　

10
時
15
分
～
12
時

▽
勝
浦
市
役
所

　

10
時
～
11
時
45
分

▽
塩
田
病
院

　

14
時
～
15
時
30
分  

※
当
日
の
体
調
や
服
薬
さ
れ
て
い
る

薬
に
よ
っ
て
献
血
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

　

千
葉
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
３

−

２
４
１

−

８
３
３
２

「
献
血
」
に
ご
協
力
を
！
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市
で
は
、
高
齢
者
な
ど
の
介

護
に
従
事
す
る
人
材
育
成
と
就

労
支
援
を
目
的
に
介
護
職
員
初

任
者
研
修
の
受
講
に
必
要
な
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
対
象
者

▽
申
請
時
に
市
内
に
住
所
を
有

し
、
市
税
な
ど
に
滞
納
が
な

い
方

▽
平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
、

介
護
職
員
初
任
者
研
修
課
程

を
修
了
し
、
支
払
い
を
完
了

し
て
い
る
方

▽
研
修
の
受
講
に
係
る
経
費
に

つ
い
て
、
他
の
公
的
制
度
か

ら
助
成
を
受
け
て
い
な
い
方

助
成
要
件

▽
介
護
職
員
初
任
者
研
修
課
程

を
修
了
し
、
原
則
と
し
て
市

内
の
同
一
の
介
護
施
設
な
ど

に
雇
用
さ
れ
、
３
カ
月
継
続

し
て
就
労
し
て
い
る
こ
と

▽
申
請
の
日
時
点
で
市
内
の
同

一
事
業
所
で
就
労
し
て
い
る

場
合
、
就
労
期
間
が
１
年
を

超
え
て
い
な
い
こ
と
（
雇
用

の
形
態
は
、
常
勤
・
非
常
勤

を
問
わ
な
い
）

助
成
額

　

研
修
の
受
講
に
要
し
た
費
用

（
受
講
料
・
教
材
費
）
の
二

　

平
成
30
年
４
月
１
日
付
け
で
、
市

役
所
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し

た
。
管
理
職
の
異
動
お
よ
び
退
職
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
（
）
内
は
旧
所
属

▽
生
活
環
境
課
長
・
清
掃
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
務

　

神
戸
哲
也
（
総
務
課
）

▽
福
祉
課
長

　

吉
清
佳
明
（
社
会
教
育
課
）

▽
社
会
教
育
課
長

　

長
田　

悟
（
生
活
環
境
課
）

▽
中
央
保
育
所
長

　

川
上
浩
美
（
総
野
保
育
所
）

▽
総
野
保
育
所
長

　

平
松
恭
子
（
福
祉
課
）

【
退
職
】
３
月
31
日
付
け

　

藤
平
益
貴
（
教
育
長
）

　

関　

富
夫
（
福
祉
課
長
）

　

鈴
木
里
美
（
中
央
保
育
所
長
）

問
合
せ　

総
務
課
職
員
係

　

☎
73

−

６
６
４
３

日
時　

４
月
28
日
㈯　

13
時
～
16
時

会
場　

千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

対
応
者　

弁
護
士
、
労
働
安
全
衛
生

管
理
者
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

　

ほ
か

費
用　

無
料
（
予
約
不
要
）

問
合
せ　

千
葉
中
央
法
律
事
務
所

　

☎
０
４
３

−

２
２
５

−

４
５
６
７

介
護
職
員
初
任
者
研
修

　
　
受
講
料
を
助
成
し
ま
す

市
役
所
職
員
人
事
異
動

労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

分
の
一
ま
た
は
４
万
円
（
上
限
） 

の
い
ず
れ
か
低
い
額

提
出
書
類

 

・
勝
浦
市
介
護
職
員
初
任
者
研
修
受

講
者
支
援
事
業
助
成
金
交
付
申
請

書

 

・
個
人
情
報
の
利
用
に
係
る
同
意
書

 

・
就
業
証
明
書

問
合
せ

　

介
護
健
康
課
介
護
保
険
係

　

☎
73

−

６
６
１
７

第
６
回
介
護
職
員
初
任
者
研
修

日
時　

５
月
31
日
㈭
～
９
月
12
日
㈬

　
　

25
日
間
（
９
時
～
16
時
）

受
講
料　

５
万
５
千
円
（
税
込
み
、

テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

定
員　

30
人
（
10
人
に
満
た
な
い
場

合
は
中
止
）

申
込
方
法

▽
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
Ｂ
４
サ

イ
ズ
、
写
真
貼
り
付
け
）

▽
返
信
用
封
筒
（
82
円
切
手
貼
り
付

け
、
あ
て
先
記
入
）

　

以
上
２
点
を
問
合
せ
先
に
郵
送

申
込
締
切　

５
月
11
日
㈮

問
合
せ　

亀
田
総
合
病
院
継
続
学
習

セ
ン
タ
ー

　

〒
２
９
６

−

８
６
０
２

　

鴨
川
市
東
町
９
２
９

　

☎
04

−

７
０
９
９

−

１
１
６
５

平
成
30
年
度
保
険
料
率
に
つ
い
て

　

協
会
け
ん
ぽ
は
、
主
に
中
小
企
業

で
働
く
方
や
そ
の
ご
家
族
が
加
入
さ

れ
て
い
る
健
康
保
険
で
、
全
国
に
約

３
，
９
０
０
万
人
（
千
葉
支
部
は
約

93
万
人
）
の
加
入
者
が
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
協
会
け
ん
ぽ
千

葉
支
部
の
健
康
保
険
料
率
に
つ
い

て
は
、
平
成
29
年
度
と
同
率
の
９
．

89
％
に
据
え
置
き
と
な
り
ま
す
。
一

方
、
介
護
保
険
料
率
（
全
国
一
律
）

に
つ
い
て
は
、
現
状
の
１
．
65
％
か

ら
１
．
57
％
に
引
き
下
げ
と
な
り
ま

す
。（
平
成
30
年
３
月
分
（
４
月
納

付
分
）
よ
り
変
更
）

　

協
会
け
ん
ぽ
の
健
康
保
険
料
率

は
、
加
入
者
の
皆
様
の
医
療
費
な
ど

に
基
づ
き
、
都
道
府
県
ご
と
に
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
協
会
け
ん
ぽ
千
葉

支
部
で
は
、
健
診
の
推
進
や
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
促
進
な
ど
、

医
療
費
の
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
さ
ら
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

問
合
せ　

協
会
け
ん
ぽ
千
葉
支
部

　

企
画
総
務
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
４
３

−

３
０
８

−

０
５
２
２

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

協
会
け
ん
ぽ
で
は
、
加
入
者
の
ご

家
族（
40
～
74
歳
の
被
扶
養
者
）を
対

全
国
健
康
保
険
協
会（
協

会
け
ん
ぽ
）千
葉
支
部
か

ら
の
お
知
ら
せ

象
に
特
定
健
診
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
健
診
は
、
疾
病
の
予
防
や
早
期

発
見
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、

日
頃
の
生
活
習
慣
を
見
直
す
チ
ャ
ン

ス
で
も
あ
り
ま
す
。
健
診
費
用
の
一

部
を
協
会
け
ん
ぽ
が
補
助
し
ま
す
の

で
、
年
に
１
度
は
必
ず
健
診
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
！
な
お
、
健
診
受
診
に

必
要
な
受
診
券
は
、
４
月
上
旬
に
ご

自
宅
へ
お
送
り
い
た
し
ま
し
た
。

問
合
せ　

協
会
け
ん
ぽ
千
葉
支
部　

健
診
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
４
３

−

３
０
８

−

０
５
２
５

日
時　

10
月
13
日
㈯

場
所

　

Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
千
葉

　
（
千
葉
市
中
央
区
問
屋
町
１

−

45
）

願
書
配
布
開
始

　

４
月
20
日
㈮

※
願
書
は
保
健
所
で
配
布
し
ま
す
。

　

お
早
め
に
取
り
に
来
て
く
だ
さ

い
。

願
書
提
出
期
間

　

５
月
29
日
㈫
か
ら
31
日
㈭
ま
で
の

３
日
間
（
10
時
～
16
時
）

願
書
提
出
場
所　

住
所
地
の
管
轄
の

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
保
健
所
）

で
行
い
ま
す
。
住
所
が
県
外
に
あ

る
方
は
県
庁
健
康
福
祉
部
健
康
づ

く
り
支
援
課
で
行
い
ま
す
。

問
合
せ　

夷
隅
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
夷
隅
保
健
所
）

　

☎
73

−

０
１
４
５

平
成
30
年
度
調
理
師
試
験
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インフォメーションガーデン

危
険
物
取
扱
者
試
験
受
験
者
講
習
会

（（
一
社
）
千
葉
県
危
険
物
安
全
協
会

連
合
会
主
催
）

日
時　

５
月
11
日
㈮

　
　
　

９
時
30
分
～
16
時
45
分

受
付
時
間　

９
時
～
９
時
20
分

場
所　

茂
原
市
東
部
台
文
化
会
館

対
象　

乙
種
第
４
類
の
取
得
を
目
指

し
て
い
る
方
、
ま
た
は
危
険
物
関

係
法
令
な
ど
を
学
ぼ
う
と
し
て
い

る
方

受
講
料　

３
，
６
０
０
円

　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

※
受
付
に
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い

　
（
申
込
不
要
）

テ
キ
ス
ト　

①
危
険
物
取
扱
必
携
「
法
令
編
」

　

１
，３
４
０
円

②
危
険
物
取
扱
必
携
「
実
務
編
」

　

１
，３
４
０
円

③
例
題
集
「
乙
種
第
４
類
」

　

１
，６
６
０
円

※
テ
キ
ス
ト
は
消
防
本
部
に
て
４
月

中
旬
頃
よ
り
販
売
し
ま
す
。ま
た
、

当
日
会
場
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
模
擬
試
験
（
夷
隅
郡

市
防
火
安
全
協
会
主
催
）

日
時　

６
月
２
日
㈯

　
　
　

９
時
30
分
～
17
時

受
付
時
間　

９
時
～
９
時
25
分

会
場　

大
原
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
い
す
み
市
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
に
伴
う

講
習
会
の
開
催
（
ご
案
内
）

対
象　

乙
種
第
４
類
の
取
得
を
目
指

し
て
い
る
方

受
講
料

①
夷
隅
郡
市
防
火
安
全
協
会
会
員
事

業
所
の
方 

１
，
０
０
０
円

②
会
員
事
業
所
以
外
の
方

　

１
，５
０
０
円

※
受
付
に
て
事
業
所
の
確
認
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
（
申
込
不
要
）

テ
キ
ス
ト

①
危
険
物
取
扱
必
携
「
法
令
編
」

②
危
険
物
取
扱
必
携
「
実
務
編
」 

③
例
題
集
「
乙
種
第
４
類
」

※
テ
キ
ス
ト
は
当
日
販
売
し
ま
せ
ん

の
で
、
消
防
本
部
に
て
事
前
に
購

入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

　

☎
80

−
０
１
３
２

　

防
火
管
理
者
と
し
て
必
要
な
資
格

を
取
得
す
る
た
め
の
、
消
防
法
令
で

定
め
る
「
防
火
管
理
新
規
講
習
」
を
、

一
般
財
団
法
人
日
本
防
火
・
防
災
協

会
に
よ
り
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。

講
習
日　

６
月
14
日
㈭
・
15
日
㈮

　
　
　
　
（
２
日
間
）

場
所　

ホ
テ
ル
一
宮
シ
ー
サ
イ
ド

オ
ー
ツ
カ

受
講
料　

７
，
５
０
０
円

　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

定
員　

１
６
０
人
（
先
着
順
）

防
火
管
理
講
習
の
ご
案
内

申
込
期
間　

５
月
17
日
㈭
・
18
日
㈮

申
込
用
紙　

消
防
本
部
ま
た
は
最
寄

り
の
消
防
署
や
分
署
に
て
配
布
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
財
団
法

人
日
本
防
火
・
防
災
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
込
方
法　

一
般
社
団
法
人
千
葉
県

消
防
設
備
協
会
へ
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信

ま
た
は
同
協
会
の
窓
口
へ
提
出

問
合
せ

　

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
消
防
本
部
予
防
課
指
導
係

　

☎
80

−

０
１
３
２

配
布
の
対
象
と
な
る
方

▽
重
度
の
身
体
障
が
い
者
（
１
級
ま

た
は
２
級
の
方
）

▽
重
度
の
知
的
障
が
い
者
（
療
育
手

帳
に
Ａ
（
ま
た
は
１
度
、
２
度
）

の
表
記
が
あ
る
方

配
布
す
る
葉
書
お
よ
び
枚
数

　
　

お
一
人
に
つ
き
次
の
葉
書
の
中

か
ら
い
ず
れ
か
１
種
類
を
20
枚

①
通
常
郵
便
葉
書（
無
地
、
イ
ン
ク

ジ
ェ
ッ
ト
紙
ま
た
は
く
ぼ
み
入
り
）

②
通
常
郵
便
葉
書
胡
蝶
蘭
（
無
地
ま

た
は
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
紙
）

受
付
期
限

　

５
月
31
日
㈭
ま
で

配
付
期
間

　

４
月
20
日
㈮
～
５
月
31
日
㈭

申
込
方
法

　
　

ご
希
望
の
方
は
、
身
体
障
害
者

青
い
鳥
郵
便
葉
書
の
無
償
配
布

手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を
ご
持
参

い
た
だ
き
、
お
近
く
の
郵
便
局
に

あ
る
「
青
い
鳥
郵
便
葉
書
配
布
申

込
書
」
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
代
人
の
お
申
し
込
み
も
可
能
で
す

※
郵
送
で
も
お
申
し
込
み
い
た
だ
け

ま
す

問
合
せ　

勝
浦
郵
便
局
郵
便
部

　
　
　
　

☎
73

−

０
６
５
９

　

夷
隅
農
業
事
務
所
で
は
、
農
業
に

必
要
な
技
術
の
習
得
を
目
指
す
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー

　

対
象
者　

お
お
む
ね
40
歳
ま
で
の

農
地
を
有
す
る
農
業
後
継
者
、
新

規
就
農
者
な
ど

　

受
講
期
間　

３
年
間

▽
い
す
み
農
業
実
践
塾

　

対
象
者　

お
お
む
ね
40
歳
か
ら
65

歳
ま
で
の
販
売
を
予
定
し
て
い
る

定
年
帰
農
者
な
ど

　

受
講
期
間　

１
年
間

▽
共
通
事
項

　

内
容　

月
１
回
程
度
開
催
。講
義
、

実
習
、
視
察
な
ど
の
実
施
（
い
す

農
業
を
学
び
た
い
方
募
集
！

「
育
成
セ
ミ
ナ
ー
」＆「
実
戦
塾
」

み
農
業
実
践
塾
は
食
用
ナ
バ
ナ
、

そ
ら
ま
め
、
ス
プ
レ
ー
ス
ト
ッ
ク

な
ど
を
想
定
）

　

開
講
時
期　

６
月
上
旬

　

受
講
料　

無
料

　
　
　
　
　
（
一
部
実
費
負
担
あ
り
）

　

募
集
締
切　

５
月
25
日
㈮

問
合
せ　

千
葉
県
夷
隅
農
業
事
務
所

改
良
普
及
課

　

☎
82

−

２
２
１
３

　

ご
家
族
の
皆
様
は
た
く
さ
ん
の
思

い
の
中
で
日
頃
頑
張
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
皆
様

と
気
ま
ま
に
お
し
ゃ
べ
り
を
し
、
気

持
ち
を
分
か
ち
合
い
た
い
と
い
う
願

い
で
「
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
」
を
始

め
ま
し
た
。「
お
医
者
様
は
ど
こ
が

い
い
？
」「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
何
が

使
え
る
の
だ
ろ
う
？
」
な
ど
、
身
近

な
情
報
も
共
有
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
心
お
き
な
く
お
し
ゃ
べ
り
し
ま

せ
ん
か
？

場
所　

御
宿
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

時
間　

13
時
30
分
～
16
時

日
程
（
す
べ
て
木
曜
）

　

４
月
12
日
（
ふ
れ
あ
い
の
間
）

　

５
月
10
日
、
６
月
14
日
、
７
月
12

日
、
８
月
９
日
、
９
月
13
日
、
10

月
11
日
、
11
月
８
日
、
12
月
13
日
、

平
成
31
年
１
月
10
日
、２
月
14
日
、

３
月
７
日
（
相
談
室
）

問
合
せ　

く
つ
ろ
ぎ
処
や
よ
い

　
　
　
　

☎
62

−

６
８
３
０

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
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URL
URL

刑法犯認知件数【少ない順】〔２月〕　

２月末も県内 37 市中、第１位でした！
※道路交通法、覚せい剤取締法などの特別法犯を除く

順位 市 累計 前年比
１ 勝浦市 22 ＋ 2 件
１ 匝瑳市 22 − 19 件
３ いすみ市 26 − 3 件

ご み 処理状況〔２月〕　(   ) 内は前年同月比

■ ２ 月 分 処 理 量 ： 
 平成２９年度累計  

104.082t（32.45% 減）
6777.368t

（内訳）○可燃ごみ：
○資源ごみ：

23.100t（61.06% 減）
80.982t（14.55% 減）

市民のうごき〔３月末現在〕
( 　) 内は前月比
■人口
　○男
　○女

１７，７７１
８，９３８
８，８３３

人（６２減）
人（　６減）
人（５６減）

　　転　　入：
　　転　　出：
　　出　　生：
　　死　　亡：
　　職権消除：
　　国外移住：
　　そ  の  他：

１７８
２１０

２
２１

２
１０

１

人
人
人
人
人
人
人（増）

■８，６６１世帯 （２１増）

交通事故件数〔３月〕
勝浦警察署　☎７３−０１１０

交通事故　７３件　
○人身事故…
　　死者数：
　　傷者数：
○物損事故…

５件
０人
５人

６８件

消防署の出動〔３月〕
勝浦消防署　☎８０−０１３４
(　 ) 内は消防団の出動
■火災：　　１件（１）
■救急：　７８件

勧誘メールがいきなり送られてきたら要注意
・値段の安すぎるものは危険
・落ち着いて入札する
・相場も事前に確認

高価な商品を購入する際は・・・
・出品者の評価を確認する
・評価が新しすぎないか
・落札の評価だけを鵜呑みにしない

商品が届かなかったら
・法テラスへの相談　　・少額訴訟制度
・内容証明郵便を出す　・警察への相談	

第３日曜日 ４月１５日

8：30～12：30第１日曜日 ５月　６日

第３日曜日 ５月２０日

 ・住民票、戸籍、印鑑証明の交付を受けることができます。
 ・交付の際、本人確認のできる運転免許証などの提示が
　必要です。

問合せ　市民課市民係　☎７３－６６１２　

市民課窓口の日曜開庁日のお知らせ

オークション詐欺に注意！

勝浦警察署（☎７３－０１１０）まで！
おかしいな！？と思ったら

◆
件
名 

◆
場
所 

◆
期
間

◆
落
札
業
者
名 

◆
契
約
金
額

▽
中
央
保
育
所
等
解
体
工
事

 

・
出
水
地
内

　

３
／
23
～
８
／
31

　

シ
ン
コ
ー
㈱

　

５
６
，０
１
３
，１
２
０
円

問
合
せ　

財
政
課
契
約
検
査
係

　

☎
73

−

６
６
４
９

場
所　

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

（
富
里
市
御
料
７
０
９
‐
１
）

【
犬
の
し
つ
け
方
教
室
】

▽
基
礎
講
座（
※
飼
い
犬
同
伴
不
可
）

日
時　

５
月
８
日
㈫

　
　
　

10
時
～
12
時

受
付　

９
時
30
分
～
10
時

費
用　

無
料

定
員　

先
着
20
組
（
予
約
制
）

▽
実
技
講
座
（
※
飼
い
犬
同
伴
、（
公

財
）
千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会

が
開
催
）

日
時　

５
月
12
日
㈯

　
　
　

13
時
～
15
時

受
付　

12
時
30
分
～
13
時

費
用　

３
，０
０
０
円
（
消
費
税
別
）

定
員　

３
組
以
上
10
組
（
要
予
約
）

※
実
技
講
座
の
予
約
電
話
番
号

☎
０
４
３

−

２
１
４

−

７
８
１
４

【
パ
ピ
ー
ク
ラ
ス
】

　

生
後
６
ヶ
月
く
ら
い
ま
で
の
飼
い

犬
同
伴
で
、
子
犬
の
飼
い
方
・
し
つ

入
札
結
果
の
公
表

動
物
愛
護
事
業（
４
、５
月
）

け
方
を
学
び
ま
す
。

日
時　

問
い
合
わ
せ
後
に
日
程
調
整

費
用　

無
料
（
予
約
制
）

【
一
般
譲
渡
会
（
成
犬
・
成
猫
）】

日
時　

４
月
28
日
㈯
、５
月
10
日
㈭
、

24
日
㈭　

10
時
～
12
時

受
付　

９
時
～
９
時
30
分

費
用　

無
料

※
直
接
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。
受
付
時
間
に
遅
れ
る
と
参
加

で
き
ま
せ
ん
。

【
飼
い
主
さ
が
し
の
会
】

　

犬
猫
を
ほ
し
い
方
、
あ
げ
た
い
方

の
出
会
い
の
場
で
す
。
受
付
時
間
に

遅
れ
る
と
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

日
時　

５
月
12
日
㈯

　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

費
用　

無
料
（
予
約
制
）

▽
犬
猫
の
ほ
し
い
方

受
付
時
間　

９
時
～
９
時
30
分

▽
犬
猫
を
あ
げ
た
い
方

受
付
時
間　

９
時
30
分
～
10
時

申
込
・
問
合
せ

　

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
７
６

−

93

−

５
７
１
１

　

タ
カ
タ
製
エ
ア
バ
ッ
グ
リ
コ
ー
ル

未
改
修
車
は
、
平
成
30
年
５
月
か
ら

車
検
が
通
ら
な
く
な
り
ま
す
。
早
急

に
リ
コ
ー
ル
作
業
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
タ
カ
タ
製
エ
ア
バ
ッ
グ
は
、
ガ

ス
発
生
装
置
（
イ
ン
フ
レ
ー
タ
）
が

異
常
破
裂
し
、
金
属
片
が
飛
散
す
る

不
具
合
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、
平

成
21
年
以
降
リ
コ
ー
ル
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

対
象
車
は
、
検
索
シ
ス
テ
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

https://w
w

w
.jaspa.or.jp/

user/m
ycar/application/

recallsearch.htm
l

問
合
せ

▽
国
交
省
タ
カ
タ
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
03

−
５
５
３
９

−

０
４
５
２

▽
エ
ア
バ
ッ
グ
リ
コ
ー
ル
特
設
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

　
　

h
ttp

:/
/

w
w

w
.m

lit.
go.jp/jidosha/carinf/rcl/
recallinfo_000.htm

l

国
土
交
通
省
か
ら

重
要
な
お
知
ら
せ
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相　　談　　名

日（曜日） 時　間 場　所 問合せ（電話番号）

合同相談（行政相談・人権相談・心配ごとの相談など）

　８日（火）

１３時～１５時（受付時間）

市役所 市民課　　　　  （７３－６６１２）

１５日（火） 保健福祉センター 社会福祉協議会（７３－６１０１）

２９日（火） 上野集会所 企画課　　　　  （７３－６６５７）

市民法律相談（予約制・先着順５名まで・１名につき３０分間）

１０日（木）
１３時～１６時 市役所 総務課（７３－６６４６）

２５日（金）

家庭教育相談（家庭教育問題）

月・火・木・金曜日 ８時３０分～１６時 社会教育課 社会教育課（７３－６６６５）

学校教育に関する相談

月～金曜日 ８時３０分～１６時 教育課 教育課（７３－６６６４）

交通事故巡回相談（予約制、予約は相談日の２日前（土日・祝日除く）までにお願いします）

２９日（火） １０時～１５時 市役所 生活環境課（７３－６６４１）

消費生活相談

月～金曜日 ９時～１６時３０分
電話相談 千葉県消費者センター

（０４７－４３４－０９９９）土曜日 ９時～１６時

損害保険に関する相談、トラブル解決機関（電話および面談）

祝日を除く
月～金曜日 ９時１５分～１７時 そんぽＡＤＲセンター

東京
日本損害保険協会　そんぽＡＤＲセンター
東京（０５７０－０２２－８０８）

女性のための総合相談

祝日を除く
火～日曜日 ９時３０分～１６時 電話相談 千葉県男女共同参画センター

（０４－７１４０－８６０５）

男性のための総合相談

祝日を除く
火・水曜日 １６時～２０時 電話相談 千葉県男女共同参画センター

（０４３－２８５－０２３１）

精神障害者の自立・社会参加に関する相談

土・日・祝・
年末年始を除く毎日 １０時～１６時 大多喜町上原７８６ いすみ地域活動支援センターレインボー

（８２－２２２０）

ちばライフサポートセンター　くらし何でも相談

祝日を除く
月～金曜日 １０時～１７時 電話相談 （社）千葉県労働者福祉協議会

（０１２０－５３－４１４１）

千葉南東部地域若者サポートステーション（若者の就労・自立の支援）（予約制）

祝日を除く
月～金曜日 ９時３０分～１６時３０分 茂原市役所 千葉南東部地域若者サポートステーション

（０４７５－２３－５５１５）

２４時間健康相談ダイヤル

年中無休 ２４時間対応 電話相談 ０１２０－１４３－２５１

電話 de 詐欺（振り込め詐欺）専用ダイヤル

祝日を除く
月～金曜日 ８時３０分～１７時１５分 電話相談 電話 de 詐欺専用ダイヤル

（０１２０－４９４－５０６）

相談日

５月

まずは相談してみませんか？
悩みごと、わからないことなど、
お気軽に相談を

※市役所の閉庁日は、土曜日・日曜日・祝日・年末年始（１２月２９日～１月３日）です。
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綺
麗
は
そ
こ
に
あ
る
。

か
つ
う
ら

広報

撮
影
：
２
月
20
日
　
Ｋ
ü
s
t
e
裏

綺
麗
は
そ
こ
に
あ
る
。

綺
麗
は
そ
こ
に
あ
る
。

綺
麗
は
そ
こ
に
あ
る
。

K
atsuura city com

m
unications

勝浦市に引っ越してきたら

ようこそ勝浦市へ！

『
広
報
か
つ
う
ら
』
次
号
は
５
月
２
日（
水
）発
行
で
す
。

編
集
・
発
行 

千
葉
県
勝
浦
市
企
画
課

０
４
７
０（
73
）６
６
５
７

〒
２
９
９-

５
２
９
２ 

千
葉
県
勝
浦
市
新
官
１
３
４
３
ー
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　h

ttp
://w

w
w

.c
ity

.k
a

tsu
u

ra
.lg

.jp
/

携
帯
電
話
版 h

ttp
:// w

w
w

.c
ity

.k
a

tsu
u

ra
.lg

.jp
/m

著者：片岡翔
出版社：小学館

　ムッシュは話すコアラ
のぬいぐるみ。病に侵さ
れた星太郎を元気づけた
り、優しく見守ったり、
時にはケンカもした。そ
して残り少ない時間を
ムッシュと共に精一杯生
きる星太郎。二人の絆は

強くなっていくが、別れが近づいてきた時、星太
郎はムッシュにある事を告げる…。お互いを大切
に想う気持ちが温かい物語です。

○おてがみでーす！　○さきちゃんのくつ
○はれときどきぶた　○おはなしは気球にのって
○たんぽぽ団地　　　○幸せを呼びこむ色のチカラ
○気持ちの整理ができる人できない人

コレも読んで！

コレ読んで！図書館
からの
コレ読んで！

『さよなら、ムッシュ』

「いつの世までも、末永く…。
ともに白髪の生えるまで」

『新婚さん』を大募集中！
　６ヶ月以内に入籍し勝浦市に在住するお二人の
ラブラブな画像を募集します！お二人の氏名（ふり
がな）、住所、短いコメント、ご連絡先を同封のうえ、
ご応募ください。写真の場合は返却いたします。

田中　誠さん・美帆さん
（川津）

ご結婚おめでとう
ございます♪

（銚子市）

太陽のほほえみ
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